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◇開催期日◇
ダンスパーティー １０月２２日( 土 )１８時３０分～２１時３０分　《体育センター》

音楽会 １０月２３日( 日 ) ９時３０分～１６時　《文化会館》

将棋大会 １０月２３日( 日 ) ９時３０分～　《公民館》

展示発表会 １０月２８日( 金 )・２９日( 土 )・３０日( 日 ) ※華道は１０月２９日( 土 )・３０日( 日 )
９時～１６時　《体育センター・公民館・郷土館》

茶　会 １０月２８日( 金 )・２９日( 土 )・３０日( 日 )　９時～１５時　《公民館》

模擬店等
１０月２３日( 日 )・２８日( 金 )・２９日( 土 )・３０日( 日 )・１１月３日( 木 )
９時～１５時　《文化会館・役場駐車場他》

映画会 １０月３０日( 日 )　１３時～１５時　《文化会館》

芸能発表会 １１月３日( 木 )　９時３０分～１６時　《文化会館》

式　典 １１月３日( 木 )　１１時～　《文化会館》

囲碁大会 １１月３日( 木 )　９時３０分～　《公民館》

募
集
期
間

募
集
期
間

　

８
月
１
日（
月
）〜

　

８
月
１
日（
月
）〜
2222
日（
月
）

日（
月
）

　　

1717
時
ま
で

時
ま
で

※
土
・
日
の
申
し
込
み
も
可
。
た
だ

※
土
・
日
の
申
し
込
み
も
可
。
た
だ

し
８
月

し
８
月
1515
日
は
公
民
館
休
館
日
の
た

日
は
公
民
館
休
館
日
の
た

め
不
可
。

め
不
可
。

※
一
昨
年
よ
り
募
集
締
切
が
早
い
の

※
一
昨
年
よ
り
募
集
締
切
が
早
い
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

募
集
内
容

募
集
内
容

　

各
募
集
規
定
に
よ
る

　

各
募
集
規
定
に
よ
る

参
加
資
格

参
加
資
格

　

町
在
住
在
勤
者

　

町
在
住
在
勤
者

申
込
用
紙

申
込
用
紙

　

芸
能
発
表
会
・
音
楽
会
・
展
示
発

　

芸
能
発
表
会
・
音
楽
会
・
展
示
発

表
会
・
各
種
催
物
の
申
込
用
紙
は
町

表
会
・
各
種
催
物
の
申
込
用
紙
は
町

公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

※
申
込
用
紙
に
は
必
ず
電
話
番
号
を

※
申
込
用
紙
に
は
必
ず
電
話
番
号
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
公
民
館　

　

町
公
民
館　

撒撒（（
5757
）４
１
７
７

）４
１
７
７

野
木
町
文
化
祭

野
木
町
文
化
祭

第第
4040
回回

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集
!!!!

（2）



◇各種催物等募集規定◇
部門名 出展規定 出店数

茶　会 団体・サークルで申し込む（茶会打ち合わせ会で協議） 出店数に応じて調整

模擬店等 団体・サークルで申し込む（模擬店等打ち合わせ会で協議） 出店数に応じて調整

※映画会・ダンスパーティー・囲碁・将棋大会は各運営部会ごとに、募集要項、実施要領等を作成し、
　募集及び諸調整を行い、募集する。
※文化祭の主旨に鑑み、模擬店等でのＰＲ（チラシの配布等）を禁止する。

◇展示発表会等募集規定◇

◇芸能発表会・音楽会募集規定◇

部門名 出品物規定

華　道 自作に限る

書　道 短冊・色紙・額・条幅・仮巻で自筆のものに限る

文　芸 短冊・色紙で自筆のものに限る

工　芸 自作に限る

写　真 パネル・額等（自撮影に限る）４ツ切・半切・全紙

美　術 自作に限る。絵画：額３号～20号まで

その他（一般サー
クル各種団体）

青少年関係団体、女性関係団体等で自主的にサーク
ル活動をしていて、上記の部門に属さないもの。

※額を使用する場合は、原則アクリル板とする
※平成 27・28 年度、県芸術祭等での入選作品を奨励します（申込書備考欄に受賞年度及び賞名を記入）

芸能発表会 音楽会

①野木町文化協会に所属している団体・サークルは、その所属している専門部長（理事）へ申込み、　
　部門ごとの出演順を記入し、取りまとめて、公民館へ代表して申し込むこと。

②野木町文化協会に所属していない団体サークルは、公民館へ申し込む。
　ただし、運営委員会において協議の上、参加を決定する。なお、個人での参加申し込みは、受け付け
　ません。

③出演持ち時間 ( 出入り ･準備含む ) は、１曲５
　分以内とする。
　（ただし、専門部の出演持ち時間内での調整は
　差し支えない。）
　民踊舞踊・民謡・詩吟・民族舞踊・その他
　　　　　　　　　　　　　　　　　…計390分

③出演持ち時間(出入り･準備含む)は、以下の　と
おりとする。
　吹奏楽団・オーケストラ…１団体30分以内
　その他の楽器演奏…………１団体15分以内
　合唱（コーラス）…………１団体15分以内
　歌謡…………………………１団体15分以内
　※文化協会歌謡部所属の団体は1団体30分以内

④芸能発表会に参加する団体・サークルは、音楽
　会には参加できません。 

④音楽会に参加する団体・サークルは、芸能発表
　会には参加できません。

⑤参加料　無料

⑥芸能発表会参加者打合せ会を９月２日（金）
　19時から町公民館で行います。

⑥音楽会参加者打合せ会を９月１日（木）
　19時から町公民館で行います。

※申し込み締切り後、予定時間（計３９０分）をこえた場合は、野木町文化協会に所属している団体・サー
　クルを優先し、野木町文化協会に所属していない団体・サークルは運営委員会において抽選を行い、
　調整する（８月25日（木）に抽選会を行い、その結果を送付します）
※平成 27・28 年度、県芸術祭等での入賞演目を奨励します（申込書備考欄に受賞年度及び賞名を記入）

・申込数は､ １部門につき１人１点とする｡ 部門内の複数の申し込みはできません。
・参加者打合せ会を９月６日（火）１９時から町公民館で行います。
・参加者は、当日の運営のお手伝いをお願いします。

第 40回　野木町文化祭　参加者募集
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野木町長選挙のお知らせ
投票日：８月７日　期日前投票：８月３日～６日

入場券は、圧着ハガキで世帯主様あてに郵便で届きます。
（ハガキ１枚に４人分掲載されます。）

お名前等をお確かめのうえ、切り取り線に沿って切って投票所にお持ちください。

問選挙管理委員会事務局（総務課内）撒（57）4114　姉 (57)4190　死 soumu@town.nogi.lg.jp 

～選挙権の年齢が改正され、７月 10日投票日の参議院議員通常選挙から 18歳以上になりました～
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～そもそも選挙運動とは何ですか～

　特定の候補者の当選を目的として投票を得させるための活動が選挙運動です。選挙運動は、選挙ごと

に決められた選挙運動期間（公示日又は告示日に候補者が立候補の届出をした時から投票日の前日まで

の間）内にしか行うことができません。

　ちなみに、立候補の届出ができるのは、公示日又は告示日の一日（８時 30分から 17時まで）のみとなっ

ています。

　なお、選挙運動には、公平を保つために一定のルールが設けられており、違反した場合、法律で罰せ

られることがあります。また、満 18歳未満の方は、選挙運動自体できませんし、満 18歳未満の方を選

挙運動に使用することもできません。ご注意ください。

　主なできる選挙運動、やってはいけない選挙運動は次のとおりです。

～今こそ将来を担う若い世代の声を届けましょう !! ～

　満 18歳になると、投票はもちろん、一定のルールを守ればさまざまな選挙運動もできます。共に大

きな責任が伴うことになりますが、今こそ将来を担う若い世代の声を政治に届けましょう。

　【お願い】進学や就職などで引っ越したら、速やかに住民票を移しましょう。

◆ 18歳になれば選挙運動もできます

問選挙管理委員会事務局（総務課内）撒（57)4114

18歳投票がスタートします！
選挙のはなし～その５～

今回は選挙運動についてです

《有権者が（18歳以上）ができる選挙運動の例》

○　友人・知人に投票や応援を頼む

○　電話を使って、投票や応援を頼む

○　選挙運動メッセージを SNSなどで広める

○　選挙運動メッセージをネット上の掲示板やブログなどに書き込む　など

《やってはいけない選挙運動の例》

×　電子メールを使った選挙運動

×　飲食物の提供

×　満18歳未満の選挙運動

×　戸別訪問

×　買収（有権者にお金を贈ったり飲食等でもてなしたりすること）　など

※詳しくは「政府広報オンライン」をご覧ください（http://www.gov-online.go.jp/useful/article/201602/1.html#anc04）
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子宮頸がん検診 乳がん検診

（小山市内）　新小山市民病院（予防医学センター） ０２８５（３６）０２５０
　　　　　　樹レディスクリニック　　　　 ０２８５（２０）５５０５
　　　　　　やまなかレディースクリニック ０２８５（３７）８０２０
（下野市内）　木村クリニック　　　　　　　 ０２８５（４４）８２１１
　　　　　　中央クリニック　　　　　　　 ０２８５（４０）１１２１
　　　　　　和田マタニティクリニック 　　０２８５（４０）５５０３

（小山市内）　新小山市民病院（予防医学センター）０２８５（３６）０２５０
　　　　　　光南病院　　　　　　　　　　 ０２８５（４５）７７１１
　　　　　　光南健診クリニック　　　　　 ０２８５（３２）７１２０
　　　　　　星野胃腸科外科医院　　　　　 ０２８５（２５）３５３３
（下野市内）　小金井中央病院　　　　　　　 ０２８５（４４）７０００

種別 対象 内容など 料金

基本健診

①３０歳～３９歳の方
　（Ｓ５２. ４. １～Ｓ６２. ３.３１生まれ）
②３０歳以上（Ｓ６２. ３.３１以前生まれ）の　
生活保護対象者

★問診・身体計測（身長・体重・ＢＭＩ・腹囲）・
　診察（特定健診に関連した内容）・血圧・
　血液検査（脂質・血糖・肝機能・貧血）・
　尿（尿糖・尿蛋白）・腎機能検査・眼底
　検査（個別は除く）・心電図検査

（注１）野木町国保、後期高齢者医療の人間
　　　ドック助成を利用した方は、特定健
　　　診、後期高齢者健診の対象外となり
　　　ます。

・３０～３９歳…１，０００円
・生活保護対象者…無料

特定健診
４０歳～７４歳（Ｓ１７. ４. １～Ｓ５２. ３.３１生
まれ）の野木町国民健康保険の方（注１）

・４０～６９歳…５００円
・７０歳以上…無料

後期高齢者
健診

７５歳以上（Ｓ１７. ３.３１以前生まれ）の方（注１）
※６５歳以上の後期高齢者医療該当者を含む

無料

胃がん検診 ３０歳以上（Ｓ６２. ３.３１以前生まれ）の方 ★バリウムによる胃レントゲン撮影 ５００円

胃がん
ハイリスク
検診

４０、４５、５０、５５、６０、６５、７０、７５歳の
方

★血液検査（ペプシノゲン検査とヘリコバ
　クターピロリ菌抗体検査）

５００円

大腸がん
検診

３０歳以上（Ｓ６２. ３.３１以前生まれ）の方 ★便潜血反応検査（２日法） ３００円

肺がん検診 ３０歳以上（Ｓ６２. ３.３１以前生まれ）の方
★胸部レントゲン撮影
★喀痰細胞診

Ｘ線…２００円
Ｘ線＋喀痰…７００円

乳がん検診
３０歳以上（Ｓ６２. ３.３１以前生まれ）の女
性

★乳房レントゲン撮影と超音波検査 ５００円

子宮がん
検診

２０歳以上（Ｈ９. ３.３１以前生まれ）の女性
※平成２６・２７年度のＨＰＶ併用検診結果で
次回受診年度が 3年後となった方は対象外

★細胞診とＨＰＶ検査 １，５００円

前立腺がん
検診

５０歳以上（Ｓ４２. ３.３１以前生まれ）の男性 ★血液検査（ＰＳＡ値測定） ３００円

肝炎ウイルス
検診

①２８年度中に４０歳の方
　（Ｓ５１. ４. １～Ｓ５２. ３.３１生まれ）
②４１歳以上で肝炎ウイルス検診を受けたこ
　とのない方

★血液検査（Ｂ型、Ｃ型の肝炎ウイルス検査）
Ｂ型検査…１００円
Ｃ型検査…４００円

■子宮頸がん・乳がん指定医療機関

【表４】２８年度健診対象者・内容・料金

※町保健センター・医療機関実施を問わず、年度内に１回のみの受診となります。

※野木町国民健康保険以外の方の４０～７４歳の特定健診は、各保険者にお問い合わせください。

※年齢は平成２８年度中（平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日）にその年齢に達する人です。

　健診当日に野木町に住民票のある方を対象とします。

問 町民生活部健康福祉課撒（５７）４１７１
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　町では、平成 28年度生活習慣病健診を次のとおり実施します。

集団健診９月～１月分の受付を８月８日から開始します。受診には事前の予約が必要となりますので、

電話又は窓口にて、希望の健診日・健診項目をお申し込みください。

○生活習慣病健診の対象者に「健診案内はがき」を５月中に送付しました。
　健診は年齢や性別、今までの受診状況や結果によって受けられる項目が異なります。

　案内はがきで受診できる項目等のご案内をいたします。

　健診を受けるためには、健診当日「案内はがき」が必要です。平成２８年度中は、大切に保管ください。

○生活習慣病健診の実施期間は、「６月から翌年１月まで」です。

【保健センターでの集団健診の申込方法】
　事前申込制です。町健康福祉課に電話か窓口での申し込みとなります。

　定員（１２０名程度）になり次第、締め切らせていただきます。

【町委託医療機関での個別健診の申込方法】
　肺がん検診、胃がんハイリスク検診、肝炎ウイルス検診は集団健診のみ

医療保険等の種類・希望の健診項目 受付開始日

・特定健診（野木町国保）
・後期高齢者健診
・基本健診（生活保護の方）

健康福祉課にお申し込みください。

受付後、受診券を発送しますので、受診券がお手元に届きましたら指

定医療機関にお申し込みください。

・基本健診（３０代の方）
・がん検診（胃がん検診、大腸がん検診、前立腺がん検診、
　乳がん検診、子宮がん検診）

直接、指定医療機関にお申し込みください。

健診日 子宮頸がん 受付開始日 健診日 子宮頸がん 受付開始日

９月６日（火）　　

８月８日（月）から

受付開始

１１月１９日（土）　　 ×

８月８日（月）から

受付開始

９月１８日（日）　　 × １２月３日（土）　　

１０月２０日（木）　　 １２月５日（月）　　 ×

１１月１４日（月）　　 平成２９年１月１２日（木） ×

１１月１７日（木）　　 × 平成２９年１月１３日（金） ×

【表１】健診日と受付開始日

【表２】医療保険などの種類・希望の検診項目・申込方法　※健診項目ごとに申し込みの方法が異なります。

平成２８年度生活習慣病健診のお知らせ

医療機関 電話番号 基本健診 特定健診
後期高齢者
健診

胃がん検診
（バリウム）

大腸がん検診
前立腺がん
検診

いなば内科クリニック （５７）０７７０ ○ ○ ○ ○ ○

岩崎医院 （５６）０２８０ ○ ○ ○ ○ ○

菊池クリニック （５７）２５１０ ○ ○ ○

さくら診療所 （５4）５００４ ○

鹿野クリニック （５７）００５６ ○ ○ ○

寺内整形外科 （５７）９８１１ ○ ○

野木病院 （５７）１０１１ ○ ○ ○ ○ ○ ○

木村病院 （２３）２６１１ ○ ○ ○ ○ ○

【表３】指定医療機関一覧

■町内指定医療機関

※子宮頸がん検診を実施しない日があります。
　【表１】の×がついている日程は子宮頸がん検診を実施しません。×のないところは全ての項目を実施
しています。
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し
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ま
す
。

・
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任
用
す
る
職
以
外
の

　

職
（
事
務
職
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）

○
職
員
数
の
状
況

○
職
員
数
・
定
員
管
理
の
状
況

部門 区分
職員数 対前年

増減数
主な増減理由

26年度 27年度

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 ３ ３ ０

総務 ４９ ５０ １ ふるさとプランに基づく事業計画（１）

税務 １３ １３ ０

労働 ０ ０ ０

農水 １１ １０ ▲１ 人員配置見直し（▲１）

商工 ３ ３ ０

土木 １５ １５ ０

民生 １２ １２ ０

衛生 １６ １６ ０

小計 １２２ １２２ ０

教育部門 ３１ ２８ ▲３
人員配置見直し、定年退職による
（▲３）

消防部門 ０ ０ ０

小計 １５３ １５０ ▲３

公
営
企
業
等

　
　

会
計
部
門

水道 ４ ４ ０

下水道 ６ ６ ０

その他 １０ １１ １ 特別会計新設による（１）

小計 ２０ ２１ １

合計
１７３

（１９８）
１７１

（１９８）
▲２
（０）

※１．平成27年度地方公共団体定員管理調査による。
　２．職員数は一般職に属する職員数（教育長含む）である。
　３．（　）内は、条例定数の合計である。

【採用試験の実施状況】
　（平成27年度実績）

組織上名 職員数 構成比

部長 ３人 １．８％

課長級 １５人 ８．８％

課長補佐 １６人 ９．４％

係長 ２５人 １４．６％

主任 ４１人 ２４．０％

主査 １８人 １０．５％

主事 ３４人 １９．９％

主事補 ２人 １．２％

保健師 ３人 １．８％

用務員 ５人 ２．９％

運転手 ５人 ２．９％

給食調理員 ４人 ２．３％

合計 １７１人 １００．０％

年齢 人数 構成比

１９歳以下 １人 ０．６％

２０歳以上
２９歳以下

３７人 ２１．６％

３０歳以上
３９歳以下

４１人 ２４．０％

４０歳以上
４９歳以下

４２人 ２４．６％

５０歳以上
５９歳以下

５０人 ２９．２％

合計 １７１人 １００．０％

【職名別職員の状況】　
（平成27年４月１日）

【年齢階層別職員の状況】
（平成27年４月１日）

【部門別職員数の状況】　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各年４月１日）①人件費の総額　
　　　　（平成27年度一般会計決算見込）

②一般職員の給与費
　　（平成27年度一般会計決算見込）

人口
（平成27年
３月３１日
現在）

歳出額 人件費
人件
費率

２５，３５９
人

８，８２０，４２６
千円

１，４６８，０３２
千円

１６．６％

給料 ５３４，８８５千円

職員手当 １５２，５４６千円

期末勤勉手当 ２０９，０９２千円

合計 ８９６，５２３千円

※人件費には、一般職員のほか町長等特
　別職、議会議員、各種行政委員会等の
　特別職に支給される給料、報酬等が含
　まれています。

２
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
の
状
況

試験区分 受験者
最終
合格者

一
般
行
政
職

一般
事務

３６人 ９人

保健師 ６人 ４人

土木
技師

２人 １人

言語
聴覚士

１人 １人

（8）



野木町人事行政運営等の
平成27年度の状況を公表します
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。

・
休
憩
時
間　

１２
時
〜
１３
時

⑩
年
次
有
給
休
暇

・
一
の
年
度
に
お
い
て
、
２０
日
以
内

・
取
得
状
況

　

平
均
使
用
日
数
６
・
０
日

⑪
特
別
休
暇

　

特
別
休
暇
は
、
選
挙
権
の
行
使
、

結
婚
、
出
産
、
忌
引
、
交
通
機
関
の

事
故
そ
の
他
特
別
の
事
由
に
よ
り
勤

務
し
な
い
こ
と
が
相
当
と
認
め
ら
れ

る
休
暇

⑫
介
護
休
暇

【
概
要
】
職
員
が
配
偶
者
、
父
母
、
子
、

配
偶
者
の
父
母
の
負
傷
、
疾
病
又
は

老
齢
に
よ
り
日
常
生
活
を
営
む
の
に

支
障
が
あ
る
も
の
の
介
護
で
、
勤
務

し
な
い
こ
と
が
相
当
と
認
め
ら
れ
る

場
合
で
、
そ
の
勤
務
し
な
い
時
間
に

つ
き
給
与
減
額
を
す
る
制
度

・
取
得
状
況　

な
し

⑬
病
気
休
暇

【
概
要
】
職
員
が
負
傷
又
は
疾
病
の

た
め
療
養
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
で
、

そ
の
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む
を
得

な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

・
医
師
等
の
証
明
書
が
必
要
な
病
気

　

休
暇
の
取
得
状
況　
　

６
人

③特別職の報酬、手当　（平成27年４月１日現在）④職員の平均給料月額および平均年齢
　　　　　　　　　　　　（平成27年４月１日現在）

⑤職員の初任給　（平成27年４月１日現在）

区分 給料月額等 備考

給料
町長 ７０２，０００円 １０％減額

副町長 ５８９，０００円 ５％減額

報酬

議長 ３５０，０００円

副議長 ２８０，０００円

議員 ２６０，０００円

期末手当

町長 ６月期　１．４７５月分

副町長 １２月期　１．６２５月分

計 ３．１０月分

議長
６月期　１．４７５月分

１２月期　１．６２５月分
副議長

議員

計 ３．１０月分

区分 支給額

一般行政職

大学卒 １７４，２００円

高校卒 １４２，１００円

技能労務職 高校卒 １３９，５００円

⑥職員の経験年数別・学歴別給料月額（平成27年４月１日現在）⑦一般行政職の級別職員数の状況　（平成27年４月１日現在）

区分 経験年数１０年 経験年数１５年 経験年数２０年

一般
行政職

大学卒 ２６８，２００円 ３５７，４５０円 ３９７，２９０円

高校卒 ３３３，８５０円 ３８８，２００円

区分 標準的な職務 職員数 構成比

１級 主事・技師・主事補・技師補 １６人 １３．１％

２級 主事・技師 １４人 １１．５％

３級 主査 １４人 １１．５％

４級 主任 ４８人 ３９．３％

５級 副主幹 １３人 １０．６％

６級 主幹 １４人 １１．５％

７級 参事 ３人 ２．５％

※平成27年度公務員給与実態調査による。

⑧職員の手当状況（平成27年４月１日現在）

区分 内容

扶養
手当

配偶者 １３，０００円

第２子まで ６，５００円

その他の扶養親族 ６，５００円

１６歳から２２歳の子１人につき ５，０００円加算

通勤
手当

公共交通機関利用 運賃相当額

自家用車など利用 ２km以上２，０００円から

住居
手当

借家 家賃に２７，０００円以内

期末
勤勉
手当

支給月 期末手当 勤勉手当

６月期 １．２２５月分 ０．７２月分

１２月期 １．３７５月分 ０．７２月分

計 ２．６０月分 １．４４月分

職制上の段階、勤務の級等による加算措置があります。

退職
手当

勤続年数 自己都合 勧奨・定年

２０年 ２０．４４５月分 ２５．５５６２５月分

２５年 ２９．１４５月分 ３４．５８２５月分

３５年 ４１．３２５月分 ４９．５９月分

最高限度額 ４９．５９月分 ４９．５９月分

定年前早期退職者応募認定制度による特別措置があります。

特殊
勤務
手当

職員全体に占める手当支給職員の割合 ２％

支給総額　　　　　　 １４５千円

手当の種類（手当数） ４

時間外
手当

27年度
支給総額 ８８，１７９千円

職員１人当たり支給年額 ５８８千円

26年度
支給総額 ７５，８７２千円

職員１人当たり支給年額 ４９９千円

区分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職
（事務職員、技術職員）

３１０，４００円 ４１．２歳

技能労務職
（運転手、調理員）

２７８，６００円 ５２．３歳
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野木町人事行政運営等の
平成27年度の状況を公表します
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人

　

（
生
後
３
年
に
達
し
な
い
子
を
養

　

育
し
て
い
る
職
員
）

・
部
分
休
業
利
用
状
況　
　
　

な
し

　

(

３
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
し

　

て
い
る
職
員
が
復
職
し
た
場
合
に

　

取
得
で
き
る
・
勤
務
し
な
い
時
間

　

給
与
減
額)

芋
自
己
啓
発
休
業

　

地
方
公
務
員
法
第
２６
条
の
５
の
規

定
に
基
づ
き
、
公
務
に
関
す
る
能
力

向
上
を
目
的
と
し
て
、
大
学
等
課
程

の
履
修
又
は
国
際
貢
献
活
動
の
た
め

休
業
す
る
制
度

・
自
己
啓
発
休
業
利
用
状
況　

１
名

鰯
修
学
部
分
休
業

　

地
方
公
務
員
法
第
２６
条
の
２
の
規

定
に
基
づ
き
、
公
務
に
関
す
る
能
力

向
上
を
目
的
と
し
て
、
学
校
教
育
法

に
規
定
す
る
各
種
教
育
施
設
で
、
勤

務
時
間
の
一
部
を
修
学
の
た
め
に
休

業
す
る
制
度

・
修
学
部
分
休
業
利
用
状
況　

な
し

允
配
偶
者
同
行
休
業

　

地
方
公
務
員
法
第
２６
条
の
６
の
規

定
に
基
づ
き
、
配
偶
者
の
勤
務
や
修

学
等
の
外
国
滞
在
に
同
行
す
る
た
め

休
業
す
る
制
度

配
偶
者
同
行
休
業
利
用
状
況　

な
し

４
職
員
の
分
限
処
分
お
よ
び

　

懲
戒
処
分
の
状
況

茨
分
限
処
分

①
分
限
処
分
制
度
の
概
要

　

地
方
公
務
員
法
第
２８
条
第
３
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
職
員
の
意
に
反
す

る
降
任
、
免
職
、
休
職
を
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
制
度

②
分
限
処
分
の
状
況　
　
　
　

１
名

芋
懲
戒
処
分

①
懲
戒
処
分
の
概
要

　

地
方
公
務
員
法
第
２９
条
第
４
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
戒
告
、
減
給
、
停

職
及
び
免
職
の
処
分
を
す
る
制
度

②
懲
戒
処
分
の
状
況　
　
　
　

１
名

５
職
員
の
服
務
の
状
況

茨
服
務
規
律
の
概
要

　

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
、
公
共
の

利
益
の
た
め
に
勤
務
し
、
誠
実
か
つ

公
正
に
職
務
に
専
念
す
る
規
律

芋
服
務
規
律
の
確
保
の
た
め
に

・
地
方
公
務
員
と
し
て
相
応
し
い
接

　

客
等
を
行
う
た
め
に
野
木
町
職
員

　

接
遇
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
実
施

・
野
木
町
人
材
育
成
基
本
方
針
の
実
施

６
退
職
管
理
の
状
況

　

退
職
時
課
長
職
以
上
の
職
員
で
、

平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
再
就
職
し

た
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
名

（
本
町
で
再
任
用
さ
れ
た
者
を
除
く
）

７
職
員
の
研
修
お
よ
び
勤
務

　

成
績
の
評
定
の
状
況

茨
研
修
の
実
施
状
況
（
受
講
者
数
）

○
小
山
地
区
職
員
研
修
協
議
会
研
修

　

…
１
０
１
人

○
栃
木
県
市
町
村
職
員
研
修
協
議
会

　

研
修
…
１５
人

○
そ
の
他
…
１
８
２
人

芋
勤
務
成
績
の
評
定
の
実
施
状
況

　

野
木
町
人
材
育
成
基
本
方
針
の
中

の
人
事
評
価
制
度
に
基
づ
き
、
平
成

１８
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

８
職
員
の
福
祉
お
よ
び
利
益

　

の
保
護
の
状
況

茨
職
員
の
健
康
の
保
持
増
進
対
策

・
健
康
診
断

　

一
般
健
康
診
断
・
が
ん
検
診

・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
施

芋
労
働
安
全
衛
生
に
関
す
る
事
項

・
野
木
町
職
員
安
全
衛
生
管
理
委
員

　

会
の
設
置

鰯
災
害
補
償
の
実
施
状
況

①
公
務
災
害
補
償
制
度
の
概
要　

　

地
方
公
務
員
法
第
４
５
条
第
１
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
が
公
務
に

よ
り
死
亡
、
負
傷
若
し
く
は
疾
病
し
、

ま
た
は
障
害
状
態
に
な
っ
た
場
合
に

お
い
て
、
補
償
す
る
制
度

②
認
定
件
数　
　
　
　
　
　
　

１
件

允
職
員
互
助
会
へ
の
補
助
の
実
施
状
況

・
職
員
互
助
会
が
実
施
す
る
職
員
の

福
利
厚
生
事
業
に
対
し
、
１
人
当
た

り
２
千
円
の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

９
勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置

　

の
要
求
の
状
況

　

係
属
事
案
は
な
く
、
平
成
２7
年
度

に
新
た
な
措
置
要
求
は
な
か
っ
た
。

10
不
利
益
処
分
に
関
す
る
不

　

服
申
し
立
て
の
状
況

　

係
属
事
案
は
な
く
、
平
成
２7
年
度

に
新
た
な
不
服
申
し
立
て
は
な
か
っ

た
。
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り
ま
し
た
。

　

ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
役
場
住
民
課
で
次
の
よ
う
な
利

用
開
始
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
す
で
に
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
お
持

　

ち
の
方
の
場
合
〉

　

利
用
を
開
始
す
る
た
め
に
は
、
印

鑑
登
録
証
の
記
録
を
事
前
に
個
人
番

号
カ
ー
ド
に
移
行
す
る
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

（１）
個
人
番
号
カ
ー
ド

　

（2） 

印
鑑
登
録
証
（
赤
い
手
帳
も
し

く
は
磁
気
カ
ー
ド
）

〈 

こ
れ
か
ら
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交

付
を
受
け
ら
れ
る
方
の
場
合
〉

　

カ
ー
ド
交
付
時
に
印
鑑
登
録
証
を

持
参
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
交
付
手

続
き
と
同
時
に
利
用
開
始
手
続
き
が

で
き
ま
す
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

（１）
カ
ー
ド
交
付
の
案
内
ハ
ガ
キ

　

（２）
通
知
カ
ー
ド

　

（３） 

本
人
確
認
書
類(

運
転
免
許
許

証
等)

　

（４）  

印
鑑
登
録
証
（
赤
い
手
帳
も
し

く
は
磁
気
カ
ー
ド
）

　

（５）  

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
）

※ 

右
記
手
続
き
を
さ
れ
ま
す
と
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
を
印
鑑
登
録
証
と

し
て
お
使
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
手
続
き
を
さ
れ
た

成
人
式
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す

問
生
涯
学
習
課　

撒（
５７
）４
１
８
８

　

町
主
催
の
成
人
式
は
、
毎
年
新
成

人
に
な
ら
れ
る
方
々
で
実
行
委
員
会

を
設
け
、
式
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。
中
学
校
時
代
の
仲
間
と
成
人
式

に
実
行
委
員
と
し
て
参
加
協
力
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
多
く
の
方
々
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
参
加
希
望

の
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
平
成
８
年
４
月
２
日
〜
平
成
９
年

　

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

容
成
人
式
は
１
月
８
日（
日
）を
予
定

　

し
て
い
ま
す
。
成
人
式
ま
で
に
４

　

回
程
度
の
実
行
委
員
会
を
開
催
す

　

る
予
定
で
す
。
式
の
運
営
方
法
等

　

を
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
、
前
日

　

の
準
備
か
ら
当
日
の
式
典
等
の
運

　

営
ま
で
行
い
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
証
明
書
自

動
交
付
機
利
用
開
始
の
ご
案
内

問
町
民
生
活
部
住
民
課
撒（
５７
）４
１
２
６

　

７
月
１
日
よ
り
個
人
番
号
カ
ー
ド

を
利
用
し
、
役
場
玄
関
に
設
置
さ
れ

て
い
る
証
明
書
自
動
交
付
機
で
、
印

鑑
登
録
証
明
書
と
住
民
票
の
写
し
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

方
は
、
窓
口
で
印
鑑
登
録
証
明
書

を
取
得
す
る
際
も
、
必
ず
個
人
番

号
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

ま
た
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
方
で
、
新
た
に
印
鑑
登
録
証

明
書
が
必
要
な
方
は
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
と
実
印
を
持
参
し
て
い
た

だ
き
、
住
民
課
窓
口
で
印
鑑
登
録

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

利
用
開
始
手
続
き
は
、
必
ず
ご
本

人
が
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
使
用
し
て
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
印

鑑
登
録
証
明
書
と
住
民
票
の
写
し

の
交
付
は
、
平
成
29
年
１
月
開
始

予
定
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

証
明
書
自
動
交
付
機
の
一

時
利
用
休
止
の
お
知
ら
せ

問
町
民
生
活
部
住
民
課
撒（
57
）４
１
２
６

　

８
月
20
日（
土
）・
21
日（
日
）の
２

日
間
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
更
新
作
業
の
た

め
役
場
玄
関
に
設
置
さ
れ
て
い
る
証

明
書
自
動
交
付
機
を
休
止
し
ま
す
。

　

利
用
休
止
期
間
中
に
印
鑑
登
録
証

明
書
・
住
民
票
の
写
し
が
必
要
な
方

は
、
事
前
の
ご
利
用
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広報のぎ

町からのお知らせ ８
２０１６

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

今月の納期

　◇町県民税　　第２期　◇介護保険料　第２期

　◇国民健康保険税　第２期　　後期高齢者　
　　　　　　　　　　　　　医療保険料

◇ 第２期

〈野木町役場〉０２８０（５７）４１１１代表
〈野木町公式ホームページ〉http://www.town.nogi.lg.jp/

※ 町の事業の申込受付は、特に指定のない限
り土・日曜日、祝日、年末年始を除く８時
３０分～１７時１５分（「としょかん」「こどもひろ
ば」「生涯学習」「スポーツ」を除く）
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記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

日
曜
交
付
の
お
知
ら
せ

問
町
民
生
活
部
住
民
課
撒（
57
）４
１
２
６

　　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
お
渡
し
は
、

役
場
開
庁
時
間
内
で
す
が
、
平
日
来

庁
が
困
難
な
方
の
た
め
に
、
交
付
業

務
を
行
い
ま
す
。

日
８
月
28
日（
日
）９
時
〜
17
時

所
町
住
民
課

持 

参
す
る
物　

カ
ー
ド
交
付
の
案
内

ハ
ガ
キ
・
通
知
カ
ー
ド
・
本
人
確

認
書
類(

運
転
免
許
証
等)

・
印
鑑

登
録
証
（
赤
い
手
帳
も
し
く
は
磁

気
カ
ー
ド
）・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド（
お
持
ち
の
方
）

国
民
健
康
保
険
限
度
額

適
用
認
定
証
の
申
請

問
町
民
生
活
部
住
民
課
撒（
５７
）４
１
３
６

　

限
度
額
認
定
証
は
、
国
民
健
康
保

険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
が
入
院
や

外
来
診
療
を
受
け
た
場
合
の
医
療
費

の
自
己
負
担
限
度
額
を
病
院
に
示
す

も
の
で
す
。
病
院
に
保
険
証
と
認
定

証
を
提
示
す
る
と
、
一
か
月
の
窓
口

負
担
額
の
う
ち
、
保
険
診
療
分
の
医

療
費
が
次
の
表
の
と
お
り
に
な
り
ま

す
。

　

自
己
負
担
限
度
額
は
所
得
に
応
じ

て
決
ま
り
ま
す
が
、
８
月
１
日
か
ら

は
27
年
分
の
所
得
が
も
と
に
な
り
ま

す
。
認
定
証
が
必
要
な
方
は
、
８
月

１
日
以
降
に
住
民
課
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　

保
険
証
・
印
鑑

※
７０
歳
以
上
７５
歳
未
満
の
方
は
低
所

　

得
者
Ⅰ
・
Ⅱ
の
方
の
み
対
象
で
す
。

※
自
己
負
担
限
度
額
は
１
か
月
（
各

　

月
１
日
〜
末
日
）
の
金
額
で
す
。

※
過
去
１２
か
月
の
う
ち
で
自
己
負
担

　

限
度
額
上
限
ま
で
の
支
払
が
４
回

　

目
以
降
の
場
合
、
自
己
負
担
限
度

　

額
が
下
が
り
ま
す
。

※
差
額
ベ
ッ
ド
代
や
食
事
代
は
自
己

　

負
担
限
度
額
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

※
世
帯
に
所
得
を
申
告
し
て
い
な
い

　

方
が
い
る
場
合
、
申
告
し
て
い
た

　

だ
い
た
後
に
判
定
さ
れ
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
を
納
め
て
い
な

　

い
場
合
、
認
定
証
を
交
付
で
き
な

　

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ひ
と
り
親
の
ご
家
庭
へ
大
切
な
お
知
ら
せ

「
児
童
扶
養
手
当
」の

加
算
額
が
変
わ
り
ま
す

問
町
民
生
活
部
住
民
課
撒（
57
）４
１
４
０

　

８
月
１
日
か
ら
「
児
童
扶
養
手
当

法
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
児
童
扶

養
手
当
の
第
２
子
の
加
算
額
お
よ
び

第
３
子
以
降
の
加
算
額
が
変
更
さ
れ

ま
す
。

お知らせ

区分 所得要件 自己負担限度額 ４回目以降

ア
旧ただし書所得
９０１万円超

２５２，６００円＋
( 医療費の総額－８４２，０００円 ) ×１％

１４０，１００円

イ
旧ただし書所得

６００万円～９０１万円以下
１６７，４００円＋
( 医療費の総額－５５８，０００円 ) ×１％

９３，０００円

ウ
旧ただし書所得

２１０万円～６００万円以下
８０，１００円＋
( 医療費の総額－２６７，０００円 ) ×１％

４４，４００円

エ
旧ただし書所得
２１０万円以下

５７，６００円 ４４，４００円

オ 住民税非課税 ３５，４００円 ２４，６００円

◎７０歳未満の方

※旧ただし書所得とは、総所得金額等から基礎控除額（３３万円）を差し引いた額です。

区分
外来（個人単位）

の限度額

外来＋入院（世帯単位）

の限度額

低所得者Ⅱ ８，０００円 ２４，６００円

低所得者Ⅰ ８，０００円 １５，０００円

◎７０歳から７５歳未満の方

※低所得者Ⅱ…世帯主およびすべての国保加入者が住民税非
　　　　　　　課税の世帯の方
※低所得者Ⅰ…世帯主およびすべての国保加入者が住民税非
　　　　　　　課税の世帯の方で、かつ世帯全員の所得が０
　　　　　　　円の世帯の方

子どもが１人の場合
　全部支給　42,330円
　一部支給　42,320円～9,990円
　　（所得に応じて決定されます）

子ども２人目の
加算額

定額５千円→
　全部支給　１万円
　一部支給　9,990円～５千円
　　（所得に応じて決定されます）

子ども３人目以降の
加算額（１人につき） 

定額３千円→
　全部支給　６千円
　一部支給　5,990円～３千円
　　（所得に応じて決定されます）

◎児童扶養手当の月額（平成 28年８月から）
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行
い
ま
す
。

日
８
月
17
日（
水
）

　

受
付　

９
時
30
分
〜

　

開
始　

10
時
〜

所
野
木
町
文
化
会
館

　

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

参
列
を
希
望
す
る
方

・
町
遺
族
会
会
員

　

遺
族
会
の
地
区
役
員
を
通
し
て
申

　

込
み
く
だ
さ
い
。

・
会
員
以
外
の
方

　

式
当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

　

だ
さ
い
。

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
５７
）４
１
７
１

　

血
液
は
人
工
的
に
作
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
一
人
で
も
多
く
の
人
を

救
う
た
め
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

日
８
月
８
日（
月
）１０
時
〜
１２
時

所
町
保
健
セ
ン
タ
ー

※
全
血
献
血
の
み
で
す
。
成
分
献
血

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
一
度
申
請
を
し
て
非
該
当

　

に
な
っ
た
方
で
も
、
そ
の
後
、
世

　

帯
構
成
・
所
得
状
況
・
預
貯
金
額

　

等
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
に
は
再

　

度
の
判
定
が
可
能
で
す
。
再
申
請

　

を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
平
成
28
年
８
月
か
ら
は
課
税
年
金

　

（
老
齢
年
金
な
ど
）
の
他
、
非
課

　

税
年
金（
遺
族
年
金
と
障
害
年
金
）

　

収
入
も
含
め
て
判
定
す
る
こ
と
に

　

な
り
ま
す
。

利
用
方
法
に
つ
い
て

　

利
用
す
る
施
設
に
「
介
護
保
険
負

担
限
度
額
認
定
証
」
を
必
ず
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

※
提
示
し
な
い
場
合
に
は
、
食
費
・

　

居
住
費
の
軽
減
対
象
に
な
り
ま
せ

　

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

町
戦
没
者
追
悼
式

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
５７
）４
１
９
６

　

町
で
は
、
戦
争
に
お
い
て
生
命
を

捧
げ
た
同
胞
を
追
悼
し
、
再
び
こ
の

よ
う
な
不
幸
を
繰
り
返
さ
な
い
こ
と

を
誓
い
、
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
た

め
に
戦
没
者
追
悼
式
を
次
の
と
お
り

※
銀
行
名
・
支
店
名
・
口
座
番
号
・

　

名
義
人
と
最
終
の
残
高
（
申
請
日

　

よ
り
２
か
月
以
内
に
記
帳
さ
れ
た

　

も
の
）
が
分
か
る
よ
う
に
お
願
い

　

し
ま
す
。

・
そ
の
他
投
資
信
託
・
有
価
証
券
等

　

が
あ
る
場
合
に
は
、
証
券
会
社
や

　

銀
行
の
口
座
残
高
の
写
し

・
負
債
が
あ
る
場
合
は
借
用
証
明
書

　

の
写
し
（
預
貯
金
額
等
か
ら
差
し

　

引
き
ま
す
）

※
配
偶
者
が
い
な
い
場
合
は
、
上
記

　

添
付
書
類
は
ご
本
人
分
の
み
に
な

　

り
ま
す
。

・
金
融
機
関
へ
の
照
会
に
対
し
て
の

　

同
意
書
に
本
人
と
配
偶
者
の
署

　

名
・
捺
印
を
い
た
だ
き
ま
す
。

留
意
点

・
申
請
書
類
に
不
備
が
あ
る
と
受
付

　

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
上
記
を
よ

　

く
確
認
し
て
申
請
を
し
て
く
だ
さ

　

い
。

・
認
定
期
間
は
、
申
請
の
あ
っ
た
月

　

の
初
日
か
ら
翌
年
（
１
月
以
降
の

　

申
請
は
同
年
）
７
月
３１
日
ま
で
で

　

す
。

・
前
年
度
の
所
得
が
未
申
告
の
方
は
、

　

税
務
課
に
て
申
告
を
済
ま
せ
て
か

　

ら
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
毎
年
更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

施
設
入
所
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の

　

利
用
の
見
込
み
が
あ
る
場
合
に
は
、

　

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

お知らせ

介
護
保
険
負
担
限
度
額

の
申
請
に
つ
い
て

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
５７
）４
１
７
３

　

介
護
保
険
施
設
に
入
所
す
る
と
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
１
割
ま
た
は

２
割
を
負
担
す
る
ほ
か
に
、居
住
費
・

食
費
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
所
得
の
低
い
方
の
居

住
費
・
食
費
に
つ
い
て
は
負
担
の
上

限
額
（
負
担
限
度
額
）
が
定
め
ら
れ
、

費
用
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
軽
減

を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

対
象
者

　

次
の
①
か
ら
③
を
す
べ
て
満
た
す

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

① 

要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
を
受
け

て
お
り
、
ご
利
用
者
が
所
属
す
る

世
帯
全
員
が
町
民
税
非
課
税
の
方

②
配
偶
者
が
町
民
税
非
課
税
の
方

　

（
世
帯
が
同
じ
か
ど
う
か
は
問
わ

　

な
い
。）

③
預
貯
金
等
の
金
額
が
次
の
基
準
額

　

を
超
え
な
い
方

・
配
偶
者
が
い
る
方

　
　
　
　
　
　
　

…
合
計
２
千
万
円

・
配
偶
者
が
い
な
い
方

　
　
　
　
　
　
　

…
１
千
万
円

申
請
に
必
要
な
も
の

・
本
人
と
配
偶
者
の
印
鑑

・
本
人
と
配
偶
者
の
預
貯
金
口
座
残

　

高
の
写
し

（13）



記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

お知らせ

日 容 儡所 定対 申

　

調
査
の
結
果
は
国
や
地
方
公
共
団

体
に
お
け
る
経
済
状
況
を
知
る
た
め

の
資
料
と
し
て
幅
広
く
利
用
さ
れ
ま

す
。

臨
時
福
祉
給
付
金
、

障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者

向
け
給
付
金
に
つ
い
て

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
５７
）４
１
９
６

　

平
成
27
年
度
に
実
施
さ
れ
た
臨
時

福
祉
給
付
金
を
平
成
28
年
度
も
実
施

予
定
で
す
。

（１）
臨
時
福
祉
給
付
金

　

次
の
①
及
び
②
に
該
当
す
る
方
で

す
。

① 

平
成
28
年
１
月
１
日
に
野
木
町
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
方

② 

平
成
28
年
度
分
の
住
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
方

※ 

た
だ
し
、
ご
自
身
を
扶
養
す
る
方

が
課
税
さ
れ
て
い
た
り
、
生
活
保

護
制
度
の
被
保
護
と
な
っ
て
い
る

方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

《
注
意
》
申
告
が
お
済
み
で
な
い
方

は
支
給
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
早
め
の
申
告
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

支
給
額

　

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
３
千
円

毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

問
総
合
政
策
部
政
策
課

撒（
57
）４
２
１
６

　　

８
月
に
毎
月
勤
労
統
計
調
査
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
野
木
町
の
一
部
の
事

業
所
お
よ
び
企
業
が
調
査
対
象
に
な

り
ま
す
。

　

毎
月
勤
労
統
計
調
査
は
、
統
計
法

に
基
づ
き
、
勤
労
条
件
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。
町
内
の

調
査
対
象
区
域
の
事
業
所
を
訪
問
し
、

そ
の
う
ち
常
用
労
働
者
１
〜
４
人
規

模
の
事
業
所
に
つ
い
て
、「
賃
金
・

労
働
時
間
・
雇
用
の
状
況
」
を
聞
き

取
り
、
調
査
し
ま
す
。

（２）
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給

　

付
金

　

次
の
①
及
び
②
に
該
当
す
る
方
で

す
。

① 

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の

支
給
対
象
者
で
あ
る
方

② 

平
成
28
年
５
月
分
の
障
害
基
礎
年

金
、
遺
族
基
礎
年
金
等
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方

※ 

高
齢
者
向
け
給
付
金
（
年
金
生
活

者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）
を

受
給
さ
れ
た
方
は
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

支
給
額

　

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
３
万
円

◎
申
請
に
つ
い
て

　

給
付
の
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ

る
方
が
い
る
世
帯
宛
に
、
申
請
関
係

書
類
を
９
月
上
旬
頃
に
お
送
り
す
る

予
定
で
す
。（
対
象
外
の
方
に
は
何

も
送
ら
れ
ま
せ
ん
）

◎
申
請
・
給
付
手
続
き
に
つ
い
て

　

申
請
書
に
ご
記
入
の
う
え
、
健
康

福
祉
課
ま
た
は
郵
送
に
て
ご
提
出
く

だ
さ
い
。
審
査
の
結
果
、
要
件
を
満

た
し
て
い
る
方
に
は
ご
指
定
の
口
座

に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

　

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
町
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
随
時
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
教
室

塩
分
に
気
を
つ
け
た
食
事
編

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
５７
）４
１
７
１

　

塩
分
に
気
を
つ
け
た
か
ら
だ
ス
ッ

キ
リ
な
食
事
の
話
、
ミ
ニ
調
理
実
習

を
行
い
ま
す
。
希
望
者
に
は
後
日
塩

分
測
定
も
あ
り
ま
す
。

日
９
月
８
日（
木
）１３
時
３０
分
〜
１５
時

所
町
公
民
館

対
町
在
住
者

定
先
着
15
人

容  

講
話
、
ミ
ニ
調
理
実
習
（
試
食
２

品
程
度
）、
希
望
者
に
は
別
日
に

尿
中
塩
分
測
定
を
実
施

儡
無
料

持 

ち
物　

三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
筆

記
用
具
、
お
手
ふ
き

申 

８
月
１
日（
月
）〜
３１
日（
水
）電
話

ま
た
は
直
接
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

講
師　

健
康
福
祉
課
管
理
栄
養
士

（14）
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お知らせ

　

て
く
だ
さ
い
。

・
熱
中
症
予
防
の
た
め
、
飲
み
物
を

　

持
参
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

野
木
町
男
女
共
同
参
画

審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課

撒（
57
）４
１
３
２

　

町
で
は
、「
野
木
町
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
」
及
び
「
野
木
町
男
女
共

同
参
画
推
進
条
例
」
等
に
基
づ
き
、

男
女
共
同
参
画
の
推
進
を
図
っ
て
い

ま
す
が
、
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
等
を

審
議
す
る
た
め
の
「
野
木
町
男
女
共

同
参
画
審
議
会
」
の
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
人
員

　

４
人
以
内
（
男
女
問
わ
ず
）

応
募
資
格　

・ 

町
内
に
在
住
又
は
在
勤
で
満
20
歳

以
上
の
方
（
平
成
28
年
４
月
１
日

現
在
）

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室
開

講
の
お
知
ら
せ

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（
57
）４
１
８
２

　　

町
で
は
、
児
童
の
学
力
向
上
を
目

指
す
手
立
て
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
野

木
町
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室
」
を
開

設
し
ま
し
た
。
学
校
の
宿
題
や
自
主

学
習
な
ど
、
児
童
が
自
分
で
学
習
を

進
め
る
に
あ
た
り
、
手
助
け
を
す
る

教
室
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
毎
月
第
２
第
４
土
曜
日

　

（
学
校
行
事
等
が
多
い
日
は
除
く
）

  

９
時
〜
12
時 

所 

き
ら
り
館
（
野
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
セ
ン
タ
ー
）

対
町
内
小
学
校
５
年
生
、
６
年
生

そ
の
他　

・
送
迎
は
保
護
者
の
責
任
と
し
ま
す
。

・
申
し
込
み
手
続
き
等
は
必
要
あ
り

　

ま
せ
ん
。
宿
題
や
自
主
学
習
で
分

　

か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
な
ど
、

　

お
子
様
が
利
用
し
た
い
と
き
に
来

・
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て 

　

熱
意
、
関
心
の
あ
る
方

・
年
１
回
（
平
日
）
の
会
議
に
出
席

　

可
能
な
方

任 

期　

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
30
年
３

月
31
日
ま
で

報
酬　

な
し

募
集
期
間　

　

８
月
１
日（
月
）〜
10
日（
水
）

応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
記
入
の
う
え
、

生
活
環
境
課
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

選
考
方
法

　

応
募
用
紙
の
内
容
を
踏
ま
え
て
選

考
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他　

・
応
募
用
紙
は
生
活
環
境
課
ま
た
は

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

・
野
木
町
女
性
会
議
委
員
と
の
兼
任

　

も
可
能
で
す
。

野
木
町
女
性
会
議
委
員

を
募
集
し
ま
す

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課

撒（
57
）４
１
３
２

　

野
木
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

各
分
野
に
お
い
て
、
男
女
が
と
も
に

支
え
合
い
、
と
く
に
女
性
の
能
力
・

感
性
・
視
点
が
生
か
せ
る
意
見
や
考

え
を
提
言
す
る「
野
木
町
女
性
会
議
」

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

　

５
人
以
内
（
男
女
問
わ
ず
）

応
募
資
格　

・
町
内
に
在
住
又
は
在
勤
で
満
20
歳

　

以
上
の
方
（
平
成
28
年
４
月
１
日

　

現
在
）

・
野
木
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

熱
意
、
関
心
の
あ
る
方

・
年
２
回
（
平
日
）
の
会
議
に
出
席

　

可
能
な
方

任 

期　

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
30
年
３

月
31
日
ま
で

報
酬　

な
し

募
集
期
間　

　

８
月
１
日（
月
）〜
10
日（
水
）

応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
記
入
の
う
え
、

生
活
環
境
課
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

選
考
方
法

　

応
募
用
紙
の
内
容
を
踏
ま
え
て
選

考
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他　

・
応
募
用
紙
は
生
活
環
境
課
ま
た
は

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン　

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

・
野
木
町
男
女
共
同
参
画
審
議
会
委

　

員
と
の
兼
任
も
可
能
で
す
。

（15）

人
権
標
語

　
　

ぼ
く
た
ち
の

　
　
　
　
　

思
い
や
り
か
ら　

明
る
い
未
来

野
木
小
学
校　

岩い
わ
な
み波　

大た
い
せ
い成

（
27
年
度
に
学
校
を
通
じ
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）



お知らせ

　
　

16
時
〜
19
時（
予
定
）

講
師　

真
瀬　

勝
見　

氏

定
15
名（
ど
な
た
で
も
可
）　

儡
無
料

集
合
場
所　

野
木
ホ
フ
マ
ン
館

　

（
野
木
町
交
流
セ
ン
タ
ー
）

申 

８
月
18
日（
木
）ま
で
に
問
合
せ
先

に
電
話
で
申
し
込
み（
先
着
順
）

そ 

の
他　

帽
子
、
歩
き
や
す
い
靴
・

服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

８
月
は

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

問
産
業
建
設
部
都
市
整
備
課

撒（
５７
）４
１
５
５

「
い
い
出
会
い　

い
い
道
か
ら
の　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

贈
り
物
」

　

道
路
は
日
常
の
生
活
に
お
い
て
最

も
身
近
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き

た
公
共
施
設
で
す
。
８
月
は
「
道
路

ふ
れ
あ
い
月
間
」
な
の
で
、
こ
の
機

会
に
道
路
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、

道
路
を
常
に
美
し
く
、
安
全
に
利
用

す
る
よ
う
こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。

道
路
は
…

①  

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
必
要
な
食
物

や
日
用
品
が
運
ば
れ
て
い
ま
す
。

② 

上
空
や
地
下
に
は
生
活
に
欠
か
せ

な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
収
容
さ
れ

て
い
ま
す
。

③ 

災
害
時
に
は
避
難
路
と
し
て
利
用

さ
れ
ま
す
。

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
４
周
年
記
念

野
鳥
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
発
刊
記
念

渡
良
瀬
遊
水
地
の
四
季
・

風
景
と
野
鳥
写
真
展

問
総
合
政
策
部
未
来
開
発
課

撒（
５７
）４
２
６
０

　

本
州
一
の
ヨ
シ
原
を
持
つ
渡
良
瀬

遊
水
地
は
、
四
季
を
通
し
て
様
々
な

野
鳥
が
観
察
で
き
ま
す
。
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
湿
地
登
録
４
周
年
と
野
鳥
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
発
刊
を
記
念
し
、
写
真

展
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

日
８
月
20
日（
土
）〜
26
日（
金
）

　

９
時
〜
16
時

※
８
月
22
日（
月
）は
閉
館
日

儡
無
料

所
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
多
目
的
室

渡
良
瀬
遊
水
地
野
鳥
観
察
会

〜
ツ
バ
メ
の
ね
ぐ
ら
入
り
〜

参
加
者
募
集

問
総
合
政
策
部
未
来
開
発
課

撒（
５７
）４
２
６
０

　　

渡
良
瀬
遊
水
地
で
は
、
夏
の
夕
暮

れ
に
ツ
バ
メ
た
ち
が
ね
ぐ
ら
に
舞
い

降
り
る
壮
観
な
様
子
が
み
ら
れ
ま
す
。

一
緒
に
観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
８
月
25
日（
木
）16
時
集
合

　

（
雨
天
時
は
翌
日
に
順
延
、
そ
れ

　
　

以
降
は
中
止
）　
　

④ 

通
風
や
採
光
、
緑
化
な
ど
の
空
間

と
し
て
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
道
路
は
、交
通
機
能
・

空
間
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。
み
ん

な
が
気
持
ち
よ
く
道
路
を
利
用
で
き

る
よ
う
、
道
路
愛
護
活
動
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
近
頃
道
路
に
違
法
駐
車
を

す
る
車
両
が
見
ら
れ
ま
す
。
交
通
機

能
を
低
下
さ
せ
、
事
故
発
生
の
原
因

と
な
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
や
め

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
同
じ
く
事
故
等
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
に
道
路
や
側
溝
の
破
損

な
ど
に
お
気
づ
き
の
場
合
は
、
す
ぐ

に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
試
験
の
お
知
ら
せ

問
産
業
建
設
部
上
下
水
道
課

撒（
５７
）４
１
９
５

　

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
試
験
を
実
施
し
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日
10
月
25
日（
火
）14
時
〜
16
時

所
コ
ン
セ
ー
レ

　

宇
都
宮
市
駒
生
１-

１-

６

申
８
月
１
日（
月
）〜
31
日（
水
）

　

（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
書
類
の
配
布
場
所

　

公
益
財
団
法
人
と
ち
ぎ
建
設
技
術

　

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
町
上
下
水
道
課

申
し
込
み
先

　

公
益
財
団
法
人
と
ち
ぎ
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

　

〒
３
２
１-

０
９
７
４

　

宇
都
宮
市
竹
林
町
１
０
３
０-

２

　

撒
０
２
８（
６
２
６
）３
１
８
７

※
受
験
資
格
に
つ
い
て
は
試
験
案
内

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
籍
調
査
成
果
の
閲
覧

を
実
施
し
ま
す

問
産
業
建
設
部
産
業
課
撒（
57
）４
２
３
８

　

平
成
27
年
度
に
現
地
調
査
を
行
っ

た
地
区
の
土
地
所
有
の
方
に
は
、
地

籍
調
査
の
成
果
（
地
籍
図
原
図
、
地

籍
簿
案
）
を
閲
覧
し
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
地
区　

大
字
若
林
の
一
部

閲
覧
日
程

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申 （16）

期日・時間 場所

８月24日（水）～26日（金）
　９時30分～12時
　13時～16時

若林
集落センター

８月27日（土）～９月12日（月）
　９時30分～12時
　13時～16時

役場新館1階
中会議室

※９月10日（土）・11日（日）は除く



お知らせ

町
在
住
で
、
60
歳
以
上
の
健
康
で
働

く
意
欲
の
あ
る
方
で
す
。

　

「
障
子
・
襖
・
網
戸
」、「
農
作
業
」、

「
屋
内
清
掃
」
及
び
「
家
事
援
助
」「
毛

筆
賞
状
書
き
」
の
で
き
る
方
を
募
集

中
で
す
。
特
に
、
女
性
の
方
の
入
会

は
大
歓
迎
で
す
。

興
入
会
説
明
会　

日
８
月
18
日（
木
）14
時
〜
15
時
30
分

　

（
要
予
約
、
筆
記
用
具
持
参
）

興
刃
物
研
ぎ

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
ま

か
せ
頂
け
れ
ば
昔
の
切
れ
味
が
よ
み

が
え
り
ま
す
。

所
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

日
８
月
19
日（
金
）10
時
〜
15
時

儡
包
丁
類　
　
　

２
０
０
円
〜

　

ハ
サ
ミ
類　
　

６
０
０
円
〜

　

鎌
・
ナ
タ
類　

３
０
０
円
〜

興
障
子
・
襖
貼
り

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

障
子
・
襖
・
網
戸
の
張
替
も
承
っ
て

お
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
ご
依
頼
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

野
木
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

シ
ニ
ア
の
た
め
の
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

教
室
＆
キ
ッ
チ
ン
蕎
麦
打
ち
教
室

問
い
き
い
き
健
康
支
援
隊　

千
葉　

撒（
５６
）０
２
１
５

　

い
き
い
き
健
康
支
援
隊
で
は
、
下

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

健
康
タ
ウ
ン
の
ぎ
宣
言
（
案
）

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
５７
）４
１
７
１

　　

10
月
10
日
に
「
健
康
タ
ウ
ン
の
ぎ

宣
言
」
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
皆

様
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

募
集
期
間　

８
月
15
日（
月
）ま
で

閲
覧
方
法　

町
民
生
活
部
健
康
福
祉

　

課
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提 

出
方
法　

書
面
に
よ
る
窓
口
受
理

ま
た
は
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
で
問
合
せ
先
へ

提
出
先

　

〒
３
２
９-

０
１
９
５

　

町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

　

健
康
増
進
係

　

姉（
５７
）４
１
９
３

　

死kenkoufukushi@
tow
n.nogi.lg.jp

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、

　

後
日
公
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
〈
公
社
〉野
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

撒（
56
）２
１
３
７

興
新
規
会
員
募
集

　

会
員
の
皆
様
は
元
気
に
働
い
て
お

り
ま
す
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ
仲
間
に
入

り
ま
せ
ん
か
。
入
会
資
格
は
、
野
木

記
の
と
お
り
シ
ニ
ア
の
た
め
の
健
康

マ
ー
ジ
ャ
ン
教
室
」
や
「
キ
ッ
チ
ン

蕎
麦
打
ち
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

頭
や
身
体
を
使
う
こ
と
で
、
脳
の
活

性
化
や
認
知
症
の
予
防
を
図
り
ま

し
ょ
う
。

申 

８
月
４
日（
木
）〜
12
日（
土
）９
時

〜
17
時
の
間
に
電
話
で
問
い
合
わ

せ
先
へ
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

そ 

の
他　

蕎
麦
打
ち
の
道
具
は
当
方

で
用
意
し
ま
す
。
服
装
は
動
き
や

す
い
も
の
で
、
運
動
靴
の
ほ
か
に

バ
ン
ダ
ナ
、
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル

２
本
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

「
き
ら
り
館
」か
ら
の
お
知
ら
せ

問
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

　

「
き
ら
り
館
」　

撒（
23
）１
２
３
１

　
　
　
　
　
　
　

姉（
23
）１
２
３
２

　

死k
ira
rik
a
n
@
p
ea
rl.o
cn
.n
e.jp

興 

き
ら
り
大
楽
院
公
開
講
座
受
講
生

募
集
！

　

ま
ち
な
か
ハ
イ
ク
で
工
場
・

施
設
見
学

　

地
域
デ
ビ
ュ
ー
講
座
と
し
て
町
の

産
業
・
町
の
施
設
を
訪
ね
る
「
ま
ち

な
か
ハ
イ
ク
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
是
非
参
加
く
だ
さ
い
。

日 

９
月
９
日（
金
）小
雨
決
行

集
合
場
所　

　

８
時
に
き
ら
り
館
駐
車
場

※ 

駐
車
台
数
が
少
な
い
た
め
出
来
る

だ
け
徒
歩
か
自
転
車
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※ 

暑
さ
対
策
、
水
分
補
給
を
忘
れ
ず

に
お
願
い
し
ま
す
。

見 

学
場
所　

ゼ
ブ
ラ
工
場
・
い
ち
ご

保
育
園

※
12
時
き
ら
り
館
で
解
散

定
30
名
（
申
込
順
）

儡
無
料

主 

催　

の
ぎ
ネ
ッ
ト
、
き
ら
り
館
、

気
楽
に
歩
こ
う
会

申 

直
接
又
は
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
で
き
ら
り
館
ま
で

健康マージャン教室 キッチン蕎麦打ち教室

日時
８月 25日、９月 1日、15日
いずれも９時～ 12時

９月 13日、20日、27日
いずれも９時～ 13時

場所 町ボランティア支援センター 公民館調理室

参加費 無料 1500 円（３回分）

講師 栃木県シルバー大学校ＯＢ 野木手打ち蕎麦愛好会会員

定員 12名 12 名

対象 シニア世代（およそ 60歳以上の方）

◎シニアのための健康マージャン教室＆キッチン蕎麦打ち教室

※ どちらの教室も初心者の方歓迎、参加者のレベルに合わせ
てご指導します。

（17）



お知らせ

野
木
町
わ
が
ま
ち
未
来
創
造
事
業

第
５
回
の
ぎ
の
楽
市

「
え
ん
に
ち
」の
ビ
ー
ル
ま
つ
り

問
の
ぎ
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

浜
田　
　
　
　

撒（
５６
）０
３
８
２

　

き
ら
り
館　
　

撒（
２３
）１
２
３
１

　

昨
年
に
引
き
続
き
、「
え
ん
に
ち
」

の
ビ
ー
ル
ま
つ
り
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
・
周
辺
商
店
の
協
力
を
得
て
行

い
ま
す
。
冷
た
い
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で

暑
さ
を
吹
き
飛
ば
し
ま
し
ょ
う
。
皆

様
の
参
加
を
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

日
９
月
３
日（
土
）16
時
〜
20
時

　

（
雨
天
決
行
）

所
野
木
駅
西
口　

富
士
見
公
園

出
店
・
出
演

　

町
内
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
他

※ 

ハ
ワ
イ
ア
ン
音
楽
の
演
奏
や
ベ

リ
ー
ダ
ン
ス
等
の
ほ
か
、
様
々
な

飲
食
物
を
多
数
ご
用
意
し
ま
す
。

前
売
り
チ
ケ
ッ
ト

　

１
枚
６
０
０
円（
ビ
ー
ル
２
杯
分
）

当
日
チ
ケ
ッ
ト

　

１
枚
４
０
０
円（
ビ
ー
ル
１
杯
分
）

チ
ケ
ッ
ト
取
扱

　

き
ら
り
館
・
ホ
ー
プ
館
・
ゆ
〜
ら

ん
ど

取
扱
期
間　

　

８
月
１
日（
月
）〜
２７
日（
土
）の
開

館
日

※ 

来
場
者
は
駅
周
辺
の
有
料
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

車
を
運
転
し
て
の
お
帰
り
の
方
は

飲
酒
で
き
ま
せ
ん
。

南
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
作
製

堆
肥
の
名
称
募
集
に
つ
い
て

問
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合　
　

　

撒
０
２
８
５（
２４
）３
１
９
４

　

h
ttp
://w

w
w
.city
.o
y
a
m
a
.

　

to
ch
ig
i.jp
/k
o
u
ik
i/in
d
ex
.h
tm
l

　　

南
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
て
作
製
し

た
堆
肥
の
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

募 
集
内
容

　

生
ご
み
を
用
い
て
作
製
さ
れ
た
堆

肥
の
名
称

応 

募
資
格

　

小
山
市
・
下
野
市
・
野
木
町
・
上

三
川
町
に
在
住
ま
た
は
在
勤
、
在
学

の
方

応
募
期
間　

　

８
月
１
日（
月
）〜
31
日（
水
）必
着

応 

募
先　

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合 

施
設
管
理
課

応
募
方
法

　

官
製
は
が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
小
山
広
域
保

健
衛
生
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
の
う
え
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

　

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
で
は
、

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
マ
テ
リ
ア

ル
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
施
設
等
整
備
・

運
営
事
業
の
入
札
公
告
に
先
立
ち
、

要
求
水
準
書
（
案
）
を
公
表
し
、
質

問
・
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

○
要
求
水
準
書（
案
）公
表
日

　

８
月
10
日（
水
）

公
表
方
法

　

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.city.oyam

a.tochigi.

　

jp/kouiki/index.htm
l

○ 

要
求
水
準
書
（
案
）
に
関
す
る
質

問
・
意
見
の
受
付

受
付
期
間

　

８
月
10
日（
水
）〜
24
日（
水
）17
時

提
出
方
法

　

質
問
・
意
見
の
内
容
を
簡
潔
に
ま

と
め
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
「
小
山
広
域
保
健
衛
生

組
合
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

施
設
等
整
備
・
運
営
事
業　

要
求
水

準
書
（
案
）
に
関
す
る
質
問
・
意
見

書
」
フ
ァ
イ
ル
に
入
力
し
、
Ｅ
メ
ー

ル
に
添
付
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
Ｅ
メ
ー
ル
送
信
後
、
電
話
に

て
Ｅ
メ
ー
ル
の
到
着
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。）

　

な
お
、
電
話
等
に
よ
る
質
問
・
意

見
の
提
出
に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

小
山
広
域
保
健
衛
生
組

合
職
員
採
用
に
つ
い
て

問
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

　

撒
０
２
８
５（
２２
）２
８
０
９

　

h
ttp
://w

w
w
.city

.o
y
a
m
a
.

　

to
ch
ig
i.jp
/k
o
u
ik
i/so
u
m
u
k
a

　
試
験
日
（
第
一
次
試
験
）　

　

10
月
16
日（
日
）

試 

験
会
場　

小
山
広
域
保
健
衛
生
組

合
２
階
大
会
議
室

採
用
職
種
・
人
員

　

一
般
事
務
・
電
気
技
師　

　

各
若
干
名

受
験
資
格

　

詳
細
は
試
験
案
内
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確

認
い
た
だ
け
ま
す
）

申 

込
方
法　

申
込
書
・
受
験
票
様
式

を
同
組
合
総
務
課
へ
提
出

受 

付
期
間　

８
月
１
日（
月
）〜
９
月

９
日（
金
）

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

か
ら
の
お
知
ら
せ

問
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合　
　

　

撒
０
２
８
５（
２２
）８
１
８
４

　

姉
０
２
８
５（
２２
）３
２
２
９

　

死d
-k
o
u
ik
ik
e
n
se
tsu
@
city
.

　
　

o
y
a
m
a
.to
ch
ig
i.jp
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お知らせ

精
神
障
害
サ
ポ
ー
ト
教

室
の
ご
案
内

問
栃
木
県
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

撒
０
２
８
５（
22
）６
１
９
２

　

精
神
障
害
サ
ポ
ー
ト
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
こ
の
教
室
は
、
統
合
失
調

症
に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識
・
新
し

い
情
報
・
具
体
的
な
対
処
方
法
な
ど

を
学
び
あ
い
な
が
ら
、
こ
こ
ろ
の
病

を
持
つ
方
を
深
く
理
解
し
、
障
害
を

も
つ
人
も
、
も
た
な
い
人
も
自
分
ら

し
く
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

①
日
８
月
１８
日（
木
）14
時
〜
16
時

　

『
精
神
保
健
福
祉
の
変
遷
と
家
族

　

や
行
政
等
周
囲
の
対
応
』

　

栃
木
県
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

保
健
師

②
日
９
月
８
日（
木
）14
時
〜
16
時

　

『
当
事
者
の
体
験
か
ら
学
ぶ
』

　

精
神
障
害
当
事
者

所
県
庁
小
山
庁
舎
４
階
大
会
議
室

　

小
山
市
犬
塚
３-

１-

１

対 

統
合
失
調
症
を
も
つ
本
人
、
家
族
、

支
援
者
等
、
関
心
の
あ
る
方
ど
な

た
で
も

申 

参
加
希
望
の
方
は
、
１
週
間
前
ま

で
に
、
必
ず
電
話
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
要
予
約
）

各
種
自
衛
官
採
用
試
験

の
お
知
ら
せ

問
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

　

撒
０
２
８
５（
２５
）４
７
６
３

　

平
成
２９
年
３
・
４
月
に
入
隊
す
る

各
種
自
衛
官
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

○
航
空
学
生

応 

募
資
格　

高
卒
（
見
込
含
）
２１
歳

未
満
の
男
女

受
付
期
間

　

７
月
１
日（
金
）〜
９
月
８
日（
木
）

試
験
日（
１
次
試
験
）９
月
２２
日（
木
）

○
一
般
曹
候
補
生

応 
募
資
格　

１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の

男
女

受
付
期
間

　

７
月
１
日（
金
）〜
９
月
８
日（
木
）

試
験
日（
１
次
試
験
）

　

９
月
１６
日（
金
）・
９
月
１７
日（
土
）

の
い
ず
れ
か
１
日

○
自
衛
官
候
補
生（
任
期
制
）

応
募
資
格

　

１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
男
女

受
付
期
間

　

７
月
１
日（
金
）〜
９
月
８
日（
木
）

※ 

男
子
に
つ
い
て
は
年
間
を
通
じ
て

行
っ
て
お
り
ま
す
。

試 

験
日　

９
月
下
旬
（
受
付
時
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。）

※ 

各
種
応
募
年
齢
は
、
平
成
２9
年
４

月
１
日
現
在
で
す
。

一
般
公
募
普
通
救
命
講
習
会

問
小
山
市
消
防
署
救
急
係

　
　
　

撒
０
２
８
５（
３９
）６
６
６
６

　

小
山
市
消
防
署
野
木
分
署

　
　
　
　
　
　
　

撒（
５７
）１
１
１
９

日
９
月
１7
日（
土
）９
時
〜
１２
時

　

（
受
付　

８
時
３０
分
〜
）

所
小
山
市
消
防
本
部
３
階
大
会
議
室

　

小
山
市
大
字
神
鳥
谷
１
７
０
０-

２

定
30
名
（
先
着
順
）

申
８
月
１５
日（
月
）〜
３１
日（
水
）

そ
の
他

・
受
講
料
は
無
料
で
す
。

・
テ
キ
ス
ト
を
配
布
し
ま
す
。

・
活
動
し
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

　

だ
さ
い
。

保
育
の
お
仕
事

就
職
フ
ェ
ア
２
０
１
６

問
社
会
福
祉
法
人
栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

撒
０
２
８（
３
０
７
）４
１
９
４

　

保
育
の
仕
事
に
就
き
た
い
方
を
対

象
に
、
仕
事
内
容
や
資
格
な
ど
に
つ

い
て
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
施
設

の
担
当
者
等
と
の
面
談
の
場
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
人
材
確
保
と
求
職
活

動
の
支
援
を
図
り
ま
す
。

日
８
月
30
日（
火
）　

　

10
時
30
分
〜
15
時

定
な
し（
求
人
事
業
所
の
参
加
は
60

　

事
業
所
ま
で
）

所
と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ

　

宇
都
宮
市
若
草
１-

10-

６

儡
無
料

申 

不
要

全
国
一
斉

「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」電
話
相
談

　　

宇
都
宮
地
方
法
務
局
と
栃
木
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
高
齢
者

や
障
害
者
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問

題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
目

的
に
、
９
月
５
日
〜
11
日
を
全
国
一

斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん

し
ん
相
談
」
強
化
週
間
と
し
て
、
高

齢
者
・
障
害
者
に
対
す
る
暴
行
・
虐

待
な
ど
様
々
な
相
談
に
つ
い
て
、
時

間
を
延
長
し
て
電
話
で
応
じ
ま
す
。

期
間　

９
月
５
日（
月
）〜
11
日（
日
）

時
間　

８
時
30
分
〜
19
時

　

（
土
曜
・
日
曜
日
は
、10
時
〜
17
時
）

実
施
機
関　

宇
都
宮
地
方
法
務
局　

　

栃
木
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

電
話
番
号　

　

０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

　

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※ 

相
談
は
秘
密
厳
守
と
な
り
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
御
相
談
く
だ
さ
い
。

※ 「
町
で
測
定
し
て
い
る
環
境
放
射
線
量
な
ど
の
状
況
」は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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お知らせ・生涯学習

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

ち
ぎ
“
の
た
め
に
や
り
た
い
こ
と
を

書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
！

対 

小
学
校
４
・
５
・
６
年
生
（
県
内
に

通
学
ま
た
は
在
住
）

締
切　

９
月
７
日（
水
）

応
募
方
法

　

４
０
０
字
づ
め
原
稿
用
紙
１
枚
に

ま
と
め
（
余
白
に
題
名
）、
裏
面
に

学
校
名
・
学
年
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

性
別
を
記
入
の
上
、
県
広
報
課
あ
て

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　

栃
木
県
広
報
課

　

〒
３
２
０-

８
５
０
１

　

宇
都
宮
市
塙
田
１-

１-

20

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学

校
南
校
祭
２
０
１
６

問
栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
南
校　

　

撒
０
２
８
２（
22
）５
３
２
５

　　

シ
ル
バ
ー
大
学
校
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
南
校
祭
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
８
月
６
日（
土
）10
時
〜
14
時

所
栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
南
校　

　

栃
木
市
神
田
町
９-

40

容  

昔
の
お
も
ち
ゃ
作
り
、
囲
碁
・
将

棋
・
パ
ソ
コ
ン
等
の
体
験
、
模
擬

店
等

「
空
き
家
問
題
１
１
０
番
」

問
栃
木
県
司
法
書
士
会

　

撒
０
２
８（
６
１
４
）１
１
２
２　

　

栃
木
県
司
法
書
士
会
で
は
、
現
在
、

全
国
的
に
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
、
空
き
家
問
題
に
関
す
る
無
料

電
話
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
９
月
３
日（
土
）10
時
〜
15
時

相
談
方
法　

電
話
相
談
の
み

　

０
２
８（
６
３
６
）８
０
５
０

相
談
例　

・
実
家
が
空
き
家
と
な
り
相
続
で
悩

　

ん
で
い
る
。

・
認
知
症
の
母
名
義
の
空
き
家
を
処

　

分
し
て
施
設
費
用
に
当
て
た
い
。

・
近
所
の
空
き
家
の
管
理
者
が
お
ら

　

ず
放
置
さ
れ
困
っ
て
い
る
。等

※ 

問
合
せ
先
と
実
施
当
日
の
電
話
番

号
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

第
24
回
ジ
ュ
ニ
ア
知
事

さ
ん
作
文
募
集

問
県
広
報
課

　

撒
０
２
８（
６
２
３
）
２
１
５
８

　

県
で
は
、「
も
し
私
が
知
事
に
な
っ

た
ら
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
み
た
い
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
作
文
を
募
集
し
ま

す
。
知
事
に
な
っ
て
ふ
る
さ
と
„
と

水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
キ
ャ
ラ
バ
ン
２
０
１
６

問
産
業
建
設
部
産
業
課
撒（
57
）４
１
５
３

　

北
海
道
テ
レ
ビ
の
人
気
バ
ラ
エ

テ
ィ
番
組
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」

か
ら
生
ま
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
様
々

な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
様
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
８
月
10
日（
水
）11
時
〜
16
時

所
町
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場

容  

番
組
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
フ
ァ
ン
と

の
交
流
や
番
組
グ
ッ
ズ
の
販
売
、

各
種
ス
テ
ー
ジ
、
栃
木
県
グ
ル
メ

の
出
店
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

後
援　

野
木
町
、
野
木
町
観
光
協
会

○ 

講
座
・
教
室
の
申
込
受
付
は
、月
曜

祝
日
を
除
く
８
時
30
分
か
ら
17
時

町
国
際
交
流
協
会
協
働
講
座

お
も
て
な
し
英
会
話
講
座

問
町
公
民
館　
　

撒（
57
）４
１
７
７

　　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
て
英
語
で
お
も
て
な
し
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
い
う
方

へ
、
シ
ン
プ
ル
な
表
現
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
「
お
も
て
な

し
英
会
話
」
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
日

本
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
が
「
こ

ん
な
と
き
に
英
語
が
通
じ
た
ら
う
れ

し
い
」
と
思
う
「
街
中
」「
駅
」「
観

光
地
」「
飲
食
店
」
等
の
よ
く
あ
る

状
況
設
定
に
沿
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

シ
ー
ン
で
役
立
つ
フ
レ
ー
ズ
と
単
語
、

話
し
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
す
。

日 

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

所
町
公
民
館

講
師　

町
内
小
中
学
校
Ａ
Ｌ
Ｔ

　
　
　

デ
ニ
ー
ス
・
ミ
ル
ズ
先
生

対 

町
在
住
在
勤
者
で
英
語
初
心
者
の

方
定
10
名
（
先
着
順
）

儡 

無
料

申 

８
月
２
日（
火
）〜
12
日（
金
）

　

来
館
ま
た
は
電
話
に
て
申
込
み

日　時 テーマ

１
８月２０日（土）
１４時～１６時

街中で道案内

２
８月２４日（水）
１４時～１６時

駅で案内　　

３
８月２８日（日）
１４時～１６時

観光地で案内

４
９月４日（日）
１４時～１６時

飲食店で案内

※内容変更の場合もありますのでご了承ください。
※ご都合の良い回のみでもご参加頂けます

◎おもてなし英会話講座
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生
涯
学
習



町
国
際
交
流
協
会
協
働
講
座

読
み
聞
か
せ
英
会
話
講
座

問
町
公
民
館　
　

撒（
57
）４
１
７
７

　　

本
を
た
く
さ
ん
読
ん
で
も
ら
う
経

験
を
し
た
子
ど
も
は
、
読
む
こ
と
を

楽
し
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

英
語
の
絵
本
も
少
し
ず
つ
取
り
入

れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
お
子

さ
ん
は
英
語
と
の
つ
き
あ
い
を
最
高

の
形
で
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
す
。
英
語

の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
Ａ
Ｌ
Ｔ
と

の
会
話
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日 

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

所
町
公
民
館

講
師　

町
内
小
中
学
校
Ａ
Ｌ
Ｔ

　
　
　

デ
ニ
ー
ス
・
ミ
ル
ズ
先
生

対
年
長
〜
小
学
校
３
年
生
の
親
子

定
10
組
（
先
着
順
）　

儡 

無
料

申 

８
月
２
日（
火
）〜
12
日（
金
）

　

来
館
ま
た
は
電
話
に
て
申
込
み

町
民
大
学
文
学
コ
ー
ス

文
豪
山
本
有
三
の

人
生
と
文
学
か
ら
学
ぶ

問
町
公
民
館　
　

撒（
57
）４
１
７
７

　

「
た
っ
た
ひ
と
り
し
か
な
い
自
分

を
、
た
っ
た
一
度
し
か
な
い
一
生

を
、
ほ
ん
と
う
に
生
か
さ
な
か
っ
た

ら
、
人
間
生
ま
れ
て
き
た
か
い
が
な

い
じ
ゃ
な
い
か
。」（
路
傍
の
石
よ
り
）

で
有
名
な
本
町
に
隣
接
す
る
栃
木
市

出
身
の
文
豪
山
本
有
三
先
生
の
人
生

や
文
学
に
つ
い
て
一
緒
に
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

日
・
容   

上
記
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

所
町
公
民
館
、
他

対 

町
内
在
住
在
勤
者

定 

30
名
程
度
（
た
だ
し
、
第
１
回
・

２
回
は
40
名
程
度
）

儡 

第
１
回
・
２
回
は
無
料
、
第
３
回

の
館
外
研
修
は
１
２
０
０
円
（
入

館
料
・
昼
食
代
）

申 

８
月
５
日（
金
）〜
参
加
費
を
添
え

て
直
接
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

　

８
月
６
日（
土
）〜
第
１
回
・
２
回

　

の
講
座（
参
加
料
無
料
）に
限
り
電

　

話
受
付
も
可

野
木
町
国
際
交
流
協
会
の
催
し

世
界
の
料
理
シ
リ
ー
ズ

「
ブ
ラ
ジ
ル
料
理
教
室
」

問
町
国
際
交
流
協
会　

山
田　

渉

　

撒
０
８
０（
８
７
１
３
）１
６
５
９

　　

今
回
は
、
リ
オ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
合
わ
せ
て
「
ブ
ラ
ジ
ル
料
理
」
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

さ
あ
、
皆
様
ブ
ラ
ジ
ル
料
理
に
挑

戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日 

８
月
28
日（
日
）

　

９
時
30
分
〜
12
時

所
町
公
民
館 

調
理
室

講
師　

ダ
イ
ア
二
・
ワ
ダ
氏

料
理
内
容　

　

多
民
族
国
家
ブ
ラ
ジ
ル
の
伝
統
的

な
料
理
パ
ス
テ
ル
、
ポ
ン
デ
ケ
イ

ジ
ョ
、
そ
の
他
。

定
20
名
（
先
着
順
）

儡 

協
会
会
員　

５
０
０
円

　

非
会
員　
　

１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　

（
教
材
費
込
）

申 

８
月
５
日（
金
）〜
12
日（
金
）

　

参
加
費
を
添
え
町
公
民
館
へ

パ
ソ
コ
ン
サ
ロ
ン

問
町
公
民
館　
　

撒（
57
）４
１
７
７

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
初
心
者
対

象
パ
ソ
コ
ン
相
談
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

日
８
月
11
日（
木
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

８
月
20
日（
土
）

　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

所
町
公
民
館

※
日
程
変
更
も
あ
り
ま
す
の
で
、
公

　

民
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

生涯学習

日　時 テーマ

１
８月２４日（水）
１０時～１２時

There's a Hippotamus On Our Roof Eating
Cake（屋根の上でケーキを食べるカバ）

２
９月１１日（日）
１０時～１２時

Wombat Stew（ウォンバットのシチュー）

３
１０月１５日（土）
１０時～１２時

Diary of a Wombat（ウォンバットの日記）

※内容変更の場合もありますのでご了承ください。
※ご都合の良い回のみでもご参加頂けます

◎読み聞かせ英会話講座

日時 内容・講師

１
８月28日（日）
10時～ 11時 40 分

講演会
　～文豪山本有三の人生と文学～
　講師：NPO法人山本有三記念会
　　　　副会長　大塚　幸一　氏

２
９月４日（日）
10時～ 11時 40 分

講座
　～山本有三の作品に親しむ～
　講師：NPO法人山本有三記念会
　　　　副会長　大塚　幸一　氏

３
９月20日（火）
10時～ 15時 30 分

館外研修　－栃木市方面－
山本有三の生誕の地を散策する旅
　　　　　　　　（町有バス使用）
※町公民館に９時 50分集合

◎文豪山本有三の人生と文学から学ぶ
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記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

スポーツ

日 容 儡所 定対 申

○ 

公
民
館
の
受
付
は
、
月
曜
祝
日
を

除
く
８
時
30
分
〜
17
時

○ 

元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

受
付
は
第
３
月
曜
日
、
土
日
祝
日

を
除
く
９
時
〜
17
時

第
６
回
オ
ー
タ
ム
グ
ラ

ウ
ン
ド･

ゴ
ル
フ
大
会

問
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

　

片
山　

治　
　

撒（
５７
）１
２
３
１

日
９
月
15
日(

木)

　

受
付　

８
時
20
分
〜

　

予
備
日　

９
月
16
日（
金)

所
あ
じ
さ
い
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

対
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
会
員
お

　

よ
び
町
在
住
在
勤
者

儡
５
０
０
円(

協
会
会
員
を
除
く)

申
９
月
１
日(

木)

ま
で
に
問
い
合
わ

　

せ
先
へ

第
28
回
野
木
町
近
県

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

問
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

　

篠
山　

明

　

撒
０
９
０（
２
４
４
０
）４
２
７
９

日
９
月
３
日(

土)

９
時
〜

　

予
備
日　

９
月
17
日(

土)

※
雨
天
時
は
問
い
合
わ
せ
先
へ

所
町
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
３５
歳
以
上
の
女
性

儡
１
ペ
ア
３
千
円

　

（
参
加
費･

昼
食
代
）
当
日
徴
収

申 

８
月
19
日(

金)

ま
で
に
問
い
合
わ

せ
先
へ

第
35
回
野
木
町
水
泳
大
会

問
生
涯
学
習
課　

撒（
５７
）４
１
８
７

日
８
月
21
日(

日)

９
時
〜

所
野
木
中
学
校
プ
ー
ル

対
町
在
住
在
勤
者　

儡
２
０
０
円

種
目

　

小
学
生
の
部･

中
学
生
の
部･

青

　

年
男
子
の
部･
壮
年
の
部
・
一
般

　

女
子
の
部

申
８
月
２
日（
火
）〜
10
日（
水
）に
参

　

加
費
を
添
え
て
問
い
合
わ
せ
先
へ

第
33
回
野
木
町

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
秋
季
大
会

問
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　

今
水　

き
よ
子

　

撒
０
９
０（
８
０
８
３
）５
０
９
５

日
９
月
11
日(

日)

９
時
〜

所
町
体
育
セ
ン
タ
ー

対
町
お
よ
び
周
辺
市
町
の
１８
歳
以
上

　

の
女
性

抽
選
会　

９
月
６
日(

火)

申 

９
月
５
日(

月)

ま
で
に
問
い
合
わ

せ
先
へ

第
４
回
年
齢
別

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

問
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

　

松
原　

正
代　

撒（
５７
）９
２
０
９

　

〒
３
２
９-

０
１
１
１

　

野
木
町
丸
林
２
２
４ｰ

７

日
９
月
11
日(

日)

９
時
〜

所
野
木
中
学
校
新
体
育
館

種
目

○
男
子
ダ
ブ
ル
ス

・
合
計
８０
歳
未
満
の
部

・
合
計
８０
歳
〜
１
０
０
歳
未
満
の
部

・
合
計
１
０
０
歳
〜
１
１
０
歳
未
満

　

の
部

・
合
計
１
１
０
歳
以
上

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス

・
合
計
８０
歳
未
満
の
部

・
合
計
８０
歳
〜
１
０
０
歳
未
満
の
部

・
合
計
１
０
０
歳
〜
１
１
０
歳
未
満

　

の
部

・
合
計
１
１
０
歳
以
上

※
年
齢
は
、
大
会
当
日
現
在

儡
１
人
１
１
０
０
円(

当
日
徴
収)

対
野
木
町
在
住
在
勤
者
お
よ
び
近
隣

　

ク
ラ
ブ
所
属
の
者

申 

町
公
民
館
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記

入
の
う
え
８
月
27
日（
土
）ま
で
に

問
い
合
わ
せ
先
へ
送
付
（
必
着
）

※
締
切
日
以
降
は
、
一
切
受
付･

変

　

更
は
認
め
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

　

だ
さ
い
。

組
合
せ
会
議

日
８
月
28
日(

日)

１３
時
〜

所
町
公
民
館

小
学
生･

大
学
生
交
流
事
業

　
　

サ
ッ
カ
ー
教
室

問
生
涯
学
習
課　

撒（
５７
）４
１
８
７

　

毎
年
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま
す

サ
ッ
カ
ー
教
室
を
今
年
も
開
催
し
ま

す
。
サ
ッ
カ
ー
の
楽
し
さ
を
白
鷗
大

学
サ
ッ
カ
ー
部
が
丁
寧
に
や
さ
し
く

指
導
し
ま
す
！
ぜ
ひ
気
軽
に
参
加
く

だ
さ
い
。

日
８
月
26
日(

金)

１８
時
〜
２０
時

※
雨
天
時
は
、
８
月
30
日(

火)

　

１８
時
〜
２０
時

所
町
総
合
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
場

対
町
在
住
の
小
学
生
男
女

儡
１
０
０
円　

定
５０
名
（
先
着
順)

持
ち
物

　

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
、
運
動
が
で
き

　

る
服
装
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
サ
ッ

　

カ
ー
シ
ュ
ー
ズ（
運
動
靴
可
）、

　

着
替
え

申
８
月
２
日（
火
）〜
17
日（
水
）に
問

　

い
合
わ
せ
先
へ

ス
ポ
ー
ツ
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身
体
を
動
か
し
て
健
康
に
！

栃
木
Ｓ
Ｃ
健
康
体
操
教
室

問
生
涯
学
習
課　

撒（
５７
）４
１
８
７

　

Ｊ
リ
ー
グ
所
属
の
栃
木
Ｓ
Ｃ
ト

レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
健
康
体
操
教
室
を

行
い
ま
す
。

日
８
月
26
日(

金)

10
時
〜

　

（
受
付
９
時
30
分
〜
）

所
町
公
民
館　

視
聴
覚
室

対
町
在
住
在
勤
者

持 

ち
物　

運
動
の
出
来
る
服
装
、
飲

み
物
、
タ
オ
ル

容  
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
健
康
体
操
教

室
（
ゆ
っ
く
り
と
し
た
体
操)

儡
２
０
０
円

　

（
保
険
料･
飲
み
物
代)

講
師　

栃
木
Ｓ
Ｃ
ト
レ
ー
ナ
ー

　

森
川　

純
子　

氏

　

（
日
本
体
育
協
会
公
認
フ
ィ
ッ
ト

　

ネ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー)

定
30
名
（
先
着
順
）

申 

８
月
５
日（
金
）〜
23
日（
火
）に
問

合
せ
先
ま
で

ス
ポ
ー
ツ･

文
化
の
全
国

大
会
等
出
場
補
助
金

問
生
涯
学
習
課　

撒（
５７
）４
１
８
７

　

町
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ･

文
化
の
全

国
大
会
等
へ
の
出
場
に
対
す
る
補
助

小
学
生･

中
学
生
・
大
学
生
交
流
事
業

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
・

初
め
て
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
体
験

問
生
涯
学
習
課　

撒（
５７
）４
１
８
７

　

関
東
大
学
１
部
リ
ー
グ
所
属
の
白

鷗
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
協

力
し
て
も
ら
い
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
初
め
て
の

人
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
グ
ル
ー
プ

分
け
も
し
ま
す
の
で
、
初
め
て
の
人

も
大
歓
迎
！
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
８
月
29
日(

月)　

　

15
時
30
分
〜
17
時
30
分

所
野
木
中
学
校
新
体
育
館

対
町
在
住
の
小
中
学
生
男
女

儡
１
０
０
円

定
５０
名
（
先
着
順)

持
ち
物

　

 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル(

貸
出
可)

、

運
動
が
出
来
る
服
装
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

シ
ュ
ー
ズ
（
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

可)

、
着
替
え

申
８
月
２
日（
火
）〜
19
日（
金
）ま
で

　

に
問
い
合
わ
せ
先
へ

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
人

･

町
内
の
小
・
中
学
生
、
町
在
住
の

　

高
校
・
大
学
生

･

町
在
住
及
び
町
内
在
勤
者

対
象
と
な
る
大
会

　

日
本
中
学
校
体
育
連
盟
、
日
本
体

育
協
会
ま
た
は
同
協
会
の
加
盟
団
体
、

文
部
科
学
省
な
ど
政
府
関
係
機
関
が

推
薦
な
ど
を
し
て
い
る
大
会

･

関
東
大
会(

東
日
本
大
会)

な
ど

･

全
国
大
会

･

ア
ジ
ア
大
会

･

世
界
大
会

補
助
金
額(

１
人
あ
た
り)

○
小
中
学
生

　

交
通
費
お
よ
び
必
要
に
応
じ
て
宿

　

泊
費

○
高
校
生
以
上

　

大
会
に
応
じ
、
３
千
円
〜
５
万
円

問
町
立
図
書
館　

撒（
５７
）２
８
１
１

開
館
時
間
延
長
の
お
知
ら
せ

○
朝
の
延
長
（
夏
休
み
の
期
間
中
）

　

８
月
31
日（
水
）ま
で
の
開
館
日
は
、

９
時
か
ら
開
館
し
ま
す
。

○ 

夜
の
延
長
（
７
・
８
月
の
金
曜
日
）

　

８
月
（
５
日
・
12
日
・
19
日
）は
、

19
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。

※ 

８
月
26
日（
金
）は
書
架
整
理
日
の

た
め
休
館
で
す
。

貸
出
カ
ー
ド
の
更
新
に
つ
い
て

　　

７
月
１
日
か
ら
貸
出
カ
ー
ド
の
更

新
時
に
身
分
証
明
書
の
提
示
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
。
お
手
数
を
お
か
け

し
ま
す
が
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

貸
出
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
は
３
年

で
す
。

※ 

貸
出
カ
ー
ド
と
身
分
証
明
書
を
持

参
の
う
え
、
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
で

あ
そ
ぼ
う
！

日
９
月
４
日（
日
）11
時
〜
11
時
30
分

所
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

対
０
歳
〜
２
歳

主 

催　

ひ
よ
こ
の
会

　
　
　

よ
ち
よ
ち
く
ら
ぶ

申
図
書
館
に
来
館
ま
た
は
電
話

スポーツ
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記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

お
は
な
し
会

☆
グ
レ
ー
ス
森

　

８
月
は
お
休
み
で
す

☆
ピ
ノ
キ
オ

日
①
８
月
９
日（
火
）・
16
日（
火
）

　
　

23
日（
火
）・
30
日（
火
）

　
　

11
時
〜
11
時
20
分

　

②
20
日（
土
）14
時
30
分
〜
15
時

容
♪
絵
本
よ
み
き
か
せ

　

♪
手
あ
そ
び

対
①
幼
児
②
４
歳
位
か
ら
小
学
生

☆
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
（
図
書
館
職
員
）

日
８
月
13
日（
土
）11
時
〜
11
時
30
分

容
♪
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

　

♪
工
作
等

対
４
歳
位
か
ら
小
学
生

※
会
場
は
１
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

　

で
す
。

※
対
象
は
目
安
で
す
の
で
、
お
気
軽

　

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

野
木
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

夕
涼
み
Ｃ
Ｄ
コ
ン
サ
ー
ト

　　

夏
の
夕
べ
に
、
一
杯
の
お
茶
と
素

敵
な
音
楽
を
聴
い
て
語
り
合
い
ま
せ

ん
か
？

日
８
月
19
日（
金
）

　

16
時
30
分
〜
18
時
30
分

所
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

　

お
気
に
入
り
の
Ｃ
Ｄ
が
あ
れ
ば
ぜ

ひ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
出
入
り
自
由

な
の
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
♪

主
催　

読
書
の
ま
ち
づ
く
り
応
援
団

野
木
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

宮
沢
賢
治
生
誕
１
２
０
周
年
記
念

小
中
学
生
向
け
「
文
学
講
座
」

　

宮
沢
賢
治･

童
話
の
謎
を
解
く
！

〜
『
蛙
の
ゴ
ム
靴
』
を
め
ぐ
っ
て
〜

日
８
月
25
日（
木
）10
時
〜
12
時

所
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

講
師　

舘
野　

廣
幸
氏

　

（
宮
沢
賢
治
学
会
会
員
・
埼
玉
大

　

学
非
常
勤
講
師
）

対
小
学
校
高
学
年
〜
中
学
生

定
70
名

※ 

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
一
般

の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

儡
無
料

申
８
月
２
日(

火)

〜
19
日(

金)

に
左

　

記
連
絡
先
ま
で

　

松
澤

　

０
９
０（
７
７
３
０
）１
９
６
６

主
催　

読
書
の
ま
ち
づ
く
り
応
援
団

新
着
図
書
案
内

▽
一
般
書

○
風
聞
き
草
墓
標（

諸
田 

玲
子
）
小
説

○
ワ
ン
ダ
フ
ル
・
ワ
ー
ル
ド

（
村
山 

由
佳
）
小
説

○
謎
の
女
幽
蘭（

出
久
根 

達
郎
）
小
説

○
ヒ
ー
ロ
ー
！

（
白
岩 

玄
）
小
説

○
人
生
は
一
本
の
線

（
篠
田 

桃
紅
）
エ
ッ
セ
イ

○
涙
香
迷
宮 

（
竹
本 

健
治
）
小
説

○
錦
の
松 

（
中
島 

要
）
小
説

▽
児
童
書

○ 

Ｉ
Ｑ
探
偵
ム
ー

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
宝
の
地
図

（
深
沢 

美
潮
）
よ
み
も
の

○
き
ょ
う
り
ゅ
う
が
す
わ
っ
て
い
た

（
市
川 

宣
子
）
え
ほ
ん

○
し
お
ち
ゃ
ん
と
こ
し
ょ
う
ち
ゃ
ん

（
ル
ー
ス
・
エ
イ
ン
ズ
ワ
ー
ス
）

　

え
ほ
ん

○ 

ひ
の
き
と
ひ
な
げ
し

（
宮
沢 

賢
治
）
え
ほ
ん

※
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
資
料

　

検
索
↓
新
着
資
料
検
索
）
か
ら
検

　

索
が
で
き
ま
す
。

「私の一冊」を大募集鎧あなたの大切な一冊を紹介してみませんか。
　
「広報のぎ」では、読書のまち推進の一環として「私の一冊」を裏表紙に掲載しています。

心に残る大切な一冊をあげていただき、その本と出会った時の状況や影響を受けたことな

どを皆さんに紹介してみませんか。

　たくさんのご応募をお待ちしています。詳しい内容等はお問い合わせください。

問 町図書館 

　 撒（５７）２８１１　死tosyokan@town.nogi.lg.jp

としょかん
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としょかん

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

昨
年
度
新
人
養
成
講
座
を
受
講
さ

れ
た
方
、
及
び
読
み
聞
か
せ
経
験
の

あ
る
方
を
対
象
と
し
、
読
み
聞
か
せ

を
よ
り
深
く
学
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

日
９
月
10
日（
土
）14
時
〜
16
時

　

９
月
23
日（
金
）14
時
〜
16
時

講
師　

大
井　

む
つ
み
氏

　

 

実
践
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
／
児

童
図
書
館
研
究
埼
玉
支
部
会
員
／

中
部
学
院
大
学
司
書
講
習
講
師
／

　

日
本
子
ど
も
の
本
研
究
会
会
員

所
図
書
館
２
階
研
修
室

定
20
名（
読
み
聞
か
せ
経
験
者
の
み
）

申
８
月
２
日(

火)

〜
31
日(

水
）

　

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電
話

　

定
員
に
な
り
次
第
締
切

図
書
館
シ
ネ
マ

作
品
名

　

「
ス
タ
ン
ド
・
バ
イ
・
ミ
ー
」

　

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
キ
ン
グ
の
非
ホ

ラ
ー
短
編
小
説
「
死
体
」
を
映
画
化

し
た
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
青
春
ド
ラ

マ
。

日
８
月
27
日（
土
）　

　

14
時
〜
15
時
24
分

所
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

住所　野木町南赤塚１５１４

電話　０２８０（５７）０７５５

指定管理者　宮ビルサービス㈱

休館日　火曜日

第３回キラリと光る読書のまち野木コンクール作品募集

　野木町では、平成２６年１１月に読書のまち宣言をいたしました。

　３年目を迎える本年もキラリと光る読書のまち野木コンクールを実施いたします。

　皆さんの「とっておきの本」一番心を動かされた本の感想を文や絵にしてみませんか？

　読書に関することを詠んだ、標語・川柳も募集します。たくさんのご応募お待ちしています！

□募集区分

　○おはなしの絵・ゆめの絵…６つ切以内【幼稚園児・保育園児の部】

　○読書感想画（お話の絵）…４つ切以内【小学生の部】　

　○読書感想文…原稿用紙１～３枚（４００字～１，２００字）【小学生の部】

　○読書感想文…原稿用紙２～５枚（８００字～２，０００字）【中学生の部】

　○俳句・川柳（図書館や読書に関すること）【一般の部（高校生・大学生含む）】

　※おはなしの絵・ゆめの絵・読書感想画の画材（クレヨン、水彩、色鉛筆等）については自由です。

　※詳細な募集要項と作品応募票は、図書館にご用意してあります。（ホームページにも掲載します。）

□応募資格

　　町内在住・在勤・在学の方（幼稚園児・保育園児以上）

□応募規定

　　自由読書（ただし、教科書・雑誌・コミックは除く）

　　俳句・川柳は、図書館や読書に関することを詠んでください。

　　応募作品は未発表のもので、各区分おひとり一作品とします。

□応募方法

　　直接野木町立図書館まで持参してください。（小・中学校及び幼稚園等での取りまとめ分は、

　　それぞれの学校・園等へご提出ください。）

□応募期間

　　８月２日（火）～９月２８日（水）まで

□表彰および表彰式

　　審査の結果、選ばれた作品応募者に賞状と副賞を授与いたします。

　　表彰式は１１月２６日（土）に図書館において行います。

※詳しいことは、野木町立図書館までお問い合わせください。
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記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

興
英
語
教
室

　

楽
し
く
学
ん
で
差
を
つ
け
よ
う
。

日
８
月
25
日（
木
）　
　
　

 

　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
小
学
生

定
20
名
程
度

儡 

無
料

申 

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
科
学
へ
Ｇ
Ｏ
！

　

(

総
和
お
も
し
ろ
科
学
の
会)

　

不
思
議
!?
な
科
学
。「
水
」
の
実

験
で
す
。

日
８
月
27
日（
土
）14
時
〜
15
時
30
分

対
小
学
生

定
20
名
程
度

儡 

無
料

申 

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

日
８
月
30
日（
火
）

　

①
「
か
ら
す
の
パ
ン
や
さ
ん
他
」

　
　

10
時
30
分
〜
12
時

　

② 

「
名
探
偵
コ
ナ
ン
防
犯
ガ
イ
ド

他
」

　
　

14
時
30
分
〜
16
時

定
20
名
程
度　

対
全
利
用
者

儡 
無
料

申 
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
お
お
き
く
な
っ
た
ね（
身
体
測
定
）

日
８
月
31
日(
水)

　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分　

　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分 

対
小
学
生　

定
15
名
程
度

儡
１
人
１
０
０
円

申 

７
月
17
日（
日
）〜
８
月
２
日（
火
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
児
童
館

へ
（
電
話
不
可
）

興
マ
マ
と
一
緒
にE

n
jo
y
 E
n
g
lish

　

年
齢
に
合
わ
せ
た
レ
ッ
ス
ン
で
す
。

日
８
月
８
日（
月)

１
歳

　

18
日（
木)

２
歳
〜
６
歳

　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
対
象
年
齢
児
と
保
護
者

定
各
20
組
程
度

儡 
無
料

興
乳
児
教
室
ぴ
よ
ぴ
よ
組

日
８
月
９
日
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　

23
日B

a
b
y

　
E
n
g
lish

　
　
　

（
す
べ
て
火
曜
日
）　

　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
乳
児（
０
歳
）と
保
護
者

定
20
組
程
度　

儡 

無
料

申 

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
幼
児
教
室
う
さ
ぎ
組

日
８
月
10
日
レ
ッ
ツ
！
リ
ト
ミ
ッ
ク

　
　
　

24
日
お
は
な
し
聞
い
て

　
　
　

（
す
べ
て
水
曜
日
）

　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
幼
児（
１
歳
〜
６
歳
）と
保
護
者

定
20
組
程
度　

儡 

無
料

申 

当
日
直
接
児
童
館
へ

こどもひろば

新
橋
児
童
館

　
　
　
　
　
　

問
撒（
57
）９
１
５
５

８
月
の
休
館
日

　

３
日（
水
）、
11
日（
木
）

　
興
君
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

　

押
し
花
の
「
し
お
り
」
を
作
ろ
う
。

日
８
月
１
日（
月
）

　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
小
学
生

定
15
名
程
度

儡 

無
料

申 

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
水
遊
び

日
８
月
４
日（
木
）・
17
日(

水)

　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
乳
幼
児(

０
歳
〜
６
歳
）と
保
護
者

定
20
組
程
度

儡 

無
料

申 

当
日
直
接
児
童
館
へ

※ 

濡
れ
て
も
よ
い
服
装
・
準
備
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

興
ビ
ー
ズ
教
室

　

か
わ
い
い
グ
ッ
ズ
づ
く
り
。

日
８
月
６
日（
土)

対 

乳
幼
児
と
保
護
者

定
20
組
程
度　

儡 

無
料

申 

当
日
直
接
児
童
館
へ

☆
夏
の
お
す
す
め
イ
ベ
ン
ト
☆

興
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム

　

(

が
ん
ば
れ
！
宿
題)

日
８
月
６
日（
土
）14
時
〜
16
時

　
　
　

13
日（
土
）10
時
30
分
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　

14
時
〜
16
時

対
小
学
生

興
卓
球
の
日
（
終
日
）

　

毎
月
「
９
」
の
つ
く
日
は
「
卓
球

の
日
」
と
覚
え
て
ね
。
中
高
生
も
あ

つ
ま
れ
！
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
卓
球
）

日 

８
月
９
日（
火
）、
19
日（
金
）、　

29
日（
月
）

対
小
学
生
〜
高
校
生

興
ス
イ
カ
割
り
大
会

　

夏
の
終
わ
り
に
盛
り
上
が
ろ
う
！！

日
８
月
28
日(

日
）10
時
30
分
〜
12
時

対  

幼
児(

保
護
者
同
伴)

、
小
学
生

〜
高
校
生

儡 

無
料

申 

８
月
１
日（
月
）〜
21
日（
日
）ま
で

に
児
童
館
へ(

電
話
不
可
）

要
予
約
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
児

童
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（26）

こ
ど
も
ひ
ろ
ば



あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

問
撒（
５４
）１
４
４
０

８
月
の
休
館
日

　

３
日(

水)
、
１１
日（
木
）

　

児
童
セ
ン
タ
ー
は
０
歳
〜
18
歳
ま

で
の
方
及
び
そ
の
保
護
者
の
方
々
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
施
設
で
す
。
お

盆
中
も
開
館
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

興
幼
児
向
け
工
作
教
室

　

夏
の
花
火
を
工
作
で
作
ろ
う
。『
く

る
く
る
回
る
キ
ラ
キ
ラ
花
火
』

日
８
月
１
日(

月)

〜
７
日(

日)

　

①
10
時
30
分
〜
12
時

　
　

（
２
日
・
４
日
除
く
）

　

②
14
時
〜
16
時

対
幼
児
と
保
護
者　

儡
無
料

申
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
小
学
生
向
け
工
作
教
室

　

回
す
と
と
っ
て
も
き
れ
い
な
『
く

る
く
る
し
ゃ
ぼ
ん
玉
』
涼
し
い
見
た

目
で
か
わ
い
い
で
す
よ
。

日
８
月
８
日(

月)

〜
14
日(

日)

　

①
10
時
30
分
〜
12
時

　
　

（
８
日
・
９
日
・
１０
日
除
く
）

　

②
14
時
〜
16
時

対
小
学
生　

儡
無
料

申
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
ウ
ォ
ー
タ
ー
バ
ト
ル

　

今
年
の
夏
は
『
ウ
ォ
ー
タ
ー
バ
ト

ル
』
で
盛
り
上
が
ろ
う
。
濡
れ
ず
に

勝
ち
残
れ
る
か
な
？

日
８
月
10
日(

水)

　

①
10
時
30
分
〜
11
時

　

②
11
時
〜
11
時
30
分　

対
小
学
生　

各
回
10
名
ず
つ

儡
無
料

持 

ち
物　

水
分
補
給
の
も
の
、
汗
ふ

き
タ
オ
ル
、
濡
れ
て
も
大
丈
夫
な

服
装
、
着
替
え

申 

７
日（
日
）ま
で
（
電
話
可
）

興
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

　

暑
い
夏
で
も
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
び

ま
し
ょ
う
。
今
回
は『
ボ
ー
ル
遊
び
』

で
す
。

日
８
月
22
日(
月)

　

11
時
〜
11
時
30
分

対
１
歳
〜
３
歳
の
幼
児
と
保
護
者　

　

20
組
程
度

儡
無
料

持 

ち
物　

水
分
補
給

の
も
の
、
汗
ふ
き

タ
オ
ル

申
１
日（
月)

〜

　

21
日（
日)　
　
　

　
　
　
　

（
電
話
可
）

興
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

オ
イ
ル
を
使
わ
な
い
マ
ッ
サ
ー
ジ

で
す
。
同
月
齢
の
お
友
達
と
楽
し
い

１
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
８
月
26
日（
金)

　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
12
か
月
ま
で
の
乳
児
と
保
護
者

　

20
組　

儡
無
料

持
ち
物　

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル　

１
枚

　
　
　
　

バ
ス
タ
オ
ル　
　
　

１
枚

申
７
日（
日
）〜
25
日（
木
）　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
電
話
可
）

興
げ
ん
キ
ッ
ズ

　

夏
の
思
い
出
作
り
に
…
『
ぼ
う
け

ん
ご
っ
こ
』
し
よ
う
☆
ち
ょ
っ
ぴ
り

大
き
く
な
れ
る
か
な
？

日
８
月
23
日（
火
）　

16
時
〜
17
時

対 

今
年
度
５
歳
以
上
に
な
る
未
就
学

児
と
保
護
者　

儡
無
料

持 

ち
物　

水
分
補
給
の
も
の
、
汗
ふ

き
タ
オ
ル
、
虫
除
け
、
帽
子

申 

４
日（
木
）〜
（
電
話
可
）

興
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

夏
休
み
は
最
終
日
ま
で
盛
り
上
が

ろ
う
！
！
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
会
や

ゲ
ー
ム
な
ど
楽
し
い
内
容
盛
り
だ
く

さ
ん
。
遊
び
に
来
て
ね
☆

日
８
月
31
日（
水
）

(
午
前
の
部)

９
時
30
分
〜
12
時
30
分

(

午
後
の
部)

14
時
〜
16
時

対
小
学
生
以
上

儡
無
料
（
飲
食
代
は
別
途
）

そ 

の
他　

イ
ベ
ン
ト
参
加
の
申
し
込

み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
飲
食
チ

ケ
ッ
ト
販
売
は
１
日（
月
）〜
24
日

（
水)

興
ハ
ッ
ピ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
（
幼
児
）

　

キ
ッ
ズ
シ
ェ
フ
に
な
っ
て
お
う
ち

の
人
と
一
緒
に
お
好
み
焼
き
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

日
９
月
３
日（
土
）　

　

10
時
30
分
〜
12
時

対 

４
歳
以
上
の
幼
児
と
保
護
者

　

20
組
程
度

儡
１
人　

１
０
０
円

持 

ち
物　

三
角
巾
、
ハ
ン
カ
チ
、
エ

プ
ロ
ン
、
上
履
き
、
飲
み
物
、
お

箸
申 

４
日（
木
）〜
30
日（
火
）15
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　

（
電
話
不
可
）

興
ハ
ッ
ピ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ（
小
学
生
）

　

中
身
は
何
か
な
？
た
こ
以
外
の

も
の
を
入
れ
て
、
○
○
焼
き
パ
ー

テ
ィ
ー
を
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
☆

日
９
月
３
日（
土
）

　

14
時
〜
15
時
30
分

対
小
学
生
以
上　

20
組
程
度

儡
１
人　

１
０
０
円

持 

ち
物　

三
角
巾
、
ハ
ン
カ
チ
、
エ

プ
ロ
ン
、
上
履
き
、
飲
み
物
、
お

箸
申 

４
日（
木
）〜
30
日（
火
）15
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　

（
電
話
不
可
）

こどもひろば
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名称 日時 場所 内容・対象 相談員 問い合わせ先

人権・行政合同
相談

８月１０日（水）
９時～１２時

町老人福祉センター
（ホープ館）

人権侵害の悩みや
役所などが行って
いる仕事に対する
疑問や相談

人権擁護委員
行政相談委員

町民生活部生活環境課
撒（５７）４１３２　

野木町障がい
者虐待防止セ
ンター

（来所）月～金曜日
　　　（祝日を除く）
　　　８時３０分～１７時１５分
（電話）随時

○来所
　町保健センター
○電話相談
　（平日）（５７）４１９６
　（休日・夜間）
　０９０（３２４６）２２６０

障がい者の虐待に
ついての相談・通
報

町職員
町民生活部健康福祉課
撒（５７）４１９６

みんなの
人権１１０番

平日
　８時３０分～１７時１５分

電話相談
撒０５７０（００３）１１０
　　　（全国共通）

近隣間のトラブ
ル、高齢者に対す
る虐待、障がい者
に対する差別や偏
見などの相談

相談員
宇都宮地方法務局
撒０５７０(００３)１１０

女性の人権
ホットライン

平日
　８時３０分～１７時１５分

電話相談
撒０５７０（０７０）８１０

（全国共通）

夫・パートナーか
らの暴力やストー
カー行為、女性に
対する差別など、
女性をめぐる様々
な相談

相談員
宇都宮地方法務局
撒０５７０(００３)１１０

ＤＶ相談
月～金曜日（祝日を除く）
　８時３０分～１７時１５分

町生活環境課

配偶者・パート
ナーからの身体
的、精神的、性的
などの暴力に対す
る相談

町職員
町民生活部生活環
境課
撒（５７）４１３２

子どもの人権
１１０番

平日
　８時３０分～１７時１５分

電話相談
撒０１２０（００７）１１０
　（全国共通）

「いじめ」、虐待な
ど、子どもの人権
問題に関する相談

相談員
宇都宮地方法務局
撒０５７０(００３)１１０

児童虐待相談
月～金曜日（祝日、年末年始を除く）
　８時３０分～１７時１５分

町公民館内
　こども教育課
撒０２８０（５７）４１３８
（休日・夜間）
児童虐待緊急ダイヤル
撒０２８（６６５）３６７７

児童虐待について
の相談・通告

町職員
相談員

こども教育課
撒（５７）４１３８

行政書士専門
相談

８月２４日（水）
１０時～１２時

町老人福祉センター
（ホープ館）

相続や遺言、農地
転用、開発行為な
ど
・予約制
・ 随時受付先着４  
名

行政書士
行政書士会小山支部
撒０２８５（４５）０２９７

法テラス栃木
月～金曜日
　９時～１２時
　１３時～１５時

法テラス栃木
（サポートダイヤル）
撒０５７０－０７８３７４

法的な困りごと 相談員
法テラス栃木
撒０５０３３８３－５３９５

栃木県司法書
士会総合相談
センター

【小山会場】
　毎月第３土曜日（要予約）
　１０時～１５時
【電話相談】
　毎週土曜日
　１０時～１５時

【小山会場】
小山商工会議所
１階談話室
【電話相談】
撒０２８（６５１）５００８

不動産関係、会社
関連、裁判所手続
関連、成年後見関
連の相談、供託、
消費者金融会社等
の借金整理

司法書士
司法書士会
撒０２８（６１４）１１２２

行政書士電話
相談センター

月～金曜日（祝日を除く）
　９時～１７時

電話相談
撒０２８（６３８）０９１９

成年後見・相続・
遺言・契約書・許
認可

行政書士
行政書士会
撒０２８(６３５)１４１１

消費生活相談
平日
　９時～１２時
　１３時～１６時

町産業課内
消費生活センター

契約や取引に関す
る消費者トラブル

相談員
町消費生活センター
撒（２３）１３３３

借金で悩んで
いませんか

平日
　８時３０分～１７時

電話または面談
撒０２８（６３３）６２９４

専門の相談員が丁
寧にお話を伺いま
す

相談員
財務省関東財務局
宇都宮財務事務所
撒０２８（６３３）６２９４
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相談コーナー
名称 日時 場所 内容・対象 相談員 問い合わせ先

心配ごと相談
８月３日・17日（水）
１０時～１２時

町老人福祉センター
（ホープ館）

日頃の悩みなど日
常生活について

民生児童委員
保護司
人権擁護委員

町社会福祉協議会
撒（５７）３１００　

野木町地域包括
支援センター

月～金曜日
　８時３０分～１７時１５分
（緊急時は上記以外でも）

友沼５８４０－７
町老人福祉センター
（ホープ館）

高齢者についての
介護相談・総合的
な相談

保健師
社会福祉士
介護支援専門員

野木町地域包括
支援センター
撒（５７）２４００

こころの相談
８月２７日（土）（要予約）
１０時～１２時

町保健センター
メンタルヘルス相
談

カウンセラー
町民生活部健康福祉課
撒（５７）４１７１

よりそい
ホットライン

２４時間いつでも
電話相談
撒０１２０（２７９）３３８

生活の困窮、心の
悩み、暴力被害、
仕事、自殺念慮な
どの幅広い悩み

相談員
一般社団法人社会的包
摂サポートセンター
死admin@279338.jp

働く人の
メンタルヘル
ス相談

毎月第４金曜日
　１３時３０分～１６時３０分

小山労政事務所
県庁小山庁舎３階

職場でストレスや
メンタルヘルス不
調を抱えている
方、そのご家族や
上司・同僚の方か
らの相談

産業カウンセラー
小山労政事務所
撒０２８５（２２）４０３２

こころの耳
月～金曜日（祝日を除く）
　８時３０分～１７時１５分

インターネットでの
相談
http://kokoro.mhlw.go.jp/

働く人のメンタル
ヘルス・ポータル
サイト
心の健康確保と自
殺や過労死の予防

相談員　
（社）日本産業カウ
ンセラー協会
撒０３(５４０８)８６５１

フリーダイヤル
「自殺予防い
のちの電話」

毎日１０日　８時
　　～１１日　８時

電話相談
撒０１２０（７３８）５５６

自殺予防相談 相談員
栃木いのちの
電話事務局
撒０２８（６２２）７９７０

健康・育児
相談

毎週水曜日
（受付）９時３０分～１１時

町保健センター
健康・子育てにつ
いて

保健師
栄養士

町民生活部健康福祉課
撒（５７）４１７１

幼児ことばの
教室

月～金曜日（祝日を除く）
　９時～１２時
　１３時～１７時

幼児ことばの教室
（町武道館裏）
（窓口：こども教育課）

ことばの発育で気
になる事など

言語聴覚士
幼児ことばの教室
撒（５７）４１８９

教育相談
月～金曜日（祝日を除く）
　９時～１２時
　１３時～１７時

町こども教育課
児童生徒・保護者
の方の悩み、教育
に関する相談

相談員
こども教育課
撒（５７）４２０９

あすなろ教育
相談

月～金曜日（祝日を除く）
　９時～１２時
　１３時～１５時

あすなろ教室相談室
（町武道館裏）

不登校に関する相
談

相談員
あすなろ教育相談
室
撒（５７）４１８９

ライフサポート
センターゆめ

月～土曜日
　８時３０分～１７時３０分

丸林６３０－４
グランツブリーゼ

障がいのある方、
発達に障がいのあ
るお子さんとその
家族など

相談支援専門員
ライフサポート
センターゆめ
撒（３３）３６２４

みらい
月～金曜日
　１０時～１７時

丸林３７１－１２

障がいのある方、
発達に障がいのあ
るお子さんとその
家族など

相談支援専門員
みらい
撒（５７）２６７３
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町内の交通事故

６
月
累
計

件数 ３

死者 １

傷者 ２

28
年
累
計（
前
年
比
）

件数
（増減）

21
（１）

死者
（増減）

２
（１）

傷者
（増減）

22
（３）

町内の犯罪発生件数

６
月
累
計

空き巣 ４

自動車盗 １

車上ねらい 0

自転車盗 1

28
年
累
計（
前
年
比
）

空き巣
（増減）

13
（0）

自動車盗
（増減）

２
（△3）

車上ねらい
（増減）

１
（△2）

自転車盗
（増減）

８
（６）

町内の救急出動

６
月
累
計

出場
件数 78

搬送
人員 75

28
年
度
累
計（
前
年
度
比
）

出場
件数
（増減）

233
（35）

搬送
人員
（増減）

218
（40）

野木町煉瓦窯を未来に残すために !

　煉瓦窯の保存修復・維持費用として、平成
21年度から皆様の寄附金・募金を受付けてい
ます。これからも皆様のご協力をお願いいた
します。
【６月末までにご協力いただいた寄附金・募金】
　寄附金 8,459,395円）
　（内ふるさと納税 2,788,000円）
　募　金 1,142,070円）
　今までの累計 9,601,465円）

問野木ホフマン館撒（33）6667
不審者情報、事故発生場所ホームページ

　 → http://www.machi-info.jp/machikado/police_pref_　　
　　　　　　　　　　　　tochigi/app/app_accident.html

～関東どまんなかサミットに栃木市が新しく加わりました～

古河市（茨城県）

なつかし写真館

　写真の持つ数限りない情報を、「なつかし
さ」という共有する感情と絡め合わせ、
架空の学芸員博物館太郎（ひろものかんた
ろう）が紹介する、夏の定番展示。

日時　９月４日（日）まで

　　　９時～ 17時

　　　※入館は 16時 30 分まで

場所　古河歴史博物館

費用　400 円（小中高生は 100 円）

休館日　８月12日（金）・25日（木）・26日（金）

問　古河歴史博物館撒 0280（22）5211

関東どまんなかサミット情報

加須市（埼玉県）

オニバス・ホテイアオイが見ごろです

オニバス
①オニバス自生地
　（北川辺総合支所から東へ１㎞）
　問　北川辺総合支所環境経済課

　　　撒 0280（61）1205
ホテイアオイ
①「道の駅　童謡のふる里おおとね」周辺

　問　㈱米米倶楽部

　　　撒 0480（72）2111

②いなほの湯北側水田

　問　加須クリーンセンター

　　　撒 0480（61）3671

板倉町（群馬県）

わたらせ自然館をご利用ください

　展示室中央には渡良瀬遊水地の大きなジ
オラマがあり、遊水地全体をわかりやすく、
より深く学習することができます。

日時　９時～ 16時 30 分

費用　無料

休館日　月曜日・火曜日及び祝日の翌日

問　わたらせ自然館

　　群馬県邑楽郡板倉町大字海老瀬 4663-1

　　撒 0276（82）1935

栃木市（栃木県）

太平山南山麓のぶどう狩り・直売

　北関東随一のぶどうの生産地である栃木
市。中でも太平山南山麓は、通称「大平ぶ
どう団地」とも呼ばれ、60軒以上ものぶど
う農園で賑わいます。甘くて大粒の巨峰や、
フレッシュな風味のシャインマスカットな
ど、多種多様なぶどうをお楽しみください。

期間　９月中旬まで

問　大平町観光ぶどう園協議会

　　（かかしの里内）

　　撒 0282（43）8288+
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４
月
11
日
、
ぴ
っ
か
ぴ
っ

か
の
１
年
生
28
名
が
入
学
し
、

１
７
３
名
で
平
成
28
年
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ふ
た
ば
グ
ル
ー
プ
（
縦
割
り

班
）
で
、
一
緒
に
給
食
を
食
べ

た
り
、
遊
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

友
沼
小
の
よ
さ
は
、
異
な
る
学

年
の
友
達
と
も
自
然
に
遊
べ
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

１
学
期
に
実
施
さ
れ
た
、
各

学
年
の
行
事
の
一
部
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

き
れ
い
だ
っ
た
か
ん
ら
ん
し
ゃ

　
　
　

一
年　

横よ

こ

た田　

美み

わ

こ

和
子

　

わ
た
し
は
、
か
ん
ら
ん
し
ゃ

が
た
の
し
か
っ
た
で
す
。
い
ち

ば
ん
う
え
か
ら
し
た
を
み
る
と
、

い
ろ
ん
な
ま
ち
が
み
え
ま
し
た
。

み
ん
な
が
た
の
し
く
あ
そ
ん
で

い
る
と
こ
ろ
も
み
え
ま
し
た
。

ま
た
の
り
た
い
で
す
。

ナ
イ
ア
ガ
ラ
ク
ル
ー
ザ
ー

一
年　

長な
が
は
ま濱　

翔し
ょ
う
ま愛

　

ぼ
く
は
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
ク

ル
ー
ザ
ー
が
お
も
し
ろ
か
っ
た

で
す
。
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、

ゆ
れ
な
が
ら
ま
わ
っ
て
ど
き
ど

き
し
た
か
ら
で
す
。
と
て
も
お

も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

こ
わ
い
ス
ー
パ
ー
ス
イ
ン
グ

二
年　

滝た
き

童ど

う

ち内　

咲さ

き綺

　

わ
た
し
は
、
ス
ー
パ
ー
ス
イ

ン
グ
に
の
り
ま
し
た
。
す
わ
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
、
上
に
い
っ

た
り
下
に
い
っ
た
り
、
な
な
め

に
な
っ
た

り
し
ま
す
。

お
ち
そ
う

に
な
る
の

で
、
こ
わ

か
っ
た
で

す
。

さ
い
こ
う
の
一
日

　
　
　
　

二
年　

守も

り

や矢　

開か

い

と翔

　

ぼ
く
は
、
い
ろ
い
ろ
な
の
り

も
の
に
の
り
ま
し
た
。
か
ん
ら

ん
車
の
上
か
ら
見
た
な
が
め
は
、

と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
そ
の

日
は
晴
れ
て
い
た
の
で
、
ぽ
か

ぽ
か
し
て
い
ま
し
た
。
お
べ
ん

当
も
お
い
し
く
て
、
さ
い
こ
う

の
一
日
で
し
た
。

楽
し
か
っ
た
遠
足　
　

　
　
　
　

三
年　

小お

ぐ

ろ黒　

麗う

る

は葉

　

わ
た
し
の
心
に
の
こ
っ
た
の

は
、
は
ん
で
の
行
動
で
す
。
な

ぜ
か
と
い
う
と
、
は
ん
で
行
動

し
た
ら
、
友
だ
ち
が
ふ
え
て
な

か
よ
く
な
れ
た
か
ら
で
す
。

　

遠
足
で
学
ん
だ
こ
と

　
　
　

三
年　

石い

し

い井　

里り

り莉
香か

　

一
、二
、三
年
の
遠
足
で
、
と

ち
の
き
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
に

行
き
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
は

ん
長
で
し
た
。
み
ん
な
を
リ
ー

ド
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

き
ょ
う
力
す
る
こ
と
は
大
切
と

い
う
こ
と
を
、
遠
足
で
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
し
ゅ
く
泊
学
習

　
　
　
　

四
年　

呉ご

藤と
う　

愛あ
い
し
ゃ紗

　

わ
た
し
が
い
ち
ば
ん
心
に
の

こ
っ
た
こ
と
は
、「
杉
板
や
き
」

で
す
。
行
く
前
か
ら
ず
っ
と
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
バ
ー

ナ
ー
を
使
っ
て
や
く
の
が
、
い

ち
ば
ん
む
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。

み
が
く
と
と
て
も
ぴ
か
ぴ
か
に

な
っ
て
、
き
れ
い
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
か
っ
て
い
る
犬
の
写

真
を
入
れ
た
か
っ
た
の
で
、
ポ

ス
カ
で
「
ラ
ム
」
と
、
犬
の
名

前
を
書
き
ま
し
た
。
絵
を
か
い

た
り
、
も
の
を
作
っ
た
り
す
る

の
が
大
す

き
な
の
で

楽
し
か
っ

た
で
す
。

と
て
も
い

い
思
い
出

に
な
り
ま

し
た
。

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

五
年　

菅す

が

や谷　

夏か

の

ん音

　

親
子
学
習
会
で
、
最
初
は
ど

ん
な
ふ
う
に
オ
ア
シ
ス
に
さ
せ

ば
い
い
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
も
、
お
母
さ
ん
に
教
え

て
も
ら
っ
て
上
手
に
生
け
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
、
ま
た
や
っ

て
み
た
い
で
す
。

楽
し
か
っ
た
親
子
学
習
会

　
　
　
　

五
年　

菅す
が
ぬ
ま沼　

寧ね

ね音

　

わ
た
し
た
ち
は
、
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
や
り
ま
し

た
。
や
っ
て
み
る
と
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
ず
、
う
ま
く
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
も
、
ま
わ
り
の

み
ん
な
を
見
て
が
ん
ば
っ
て

や
っ
た
ら
、
上
手
に
で
き
ま
し

た
。

楽
し
か
っ
た
修
学
旅
行

　
　
　
　

六
年　

室む

ろ

い井　

優ゆ

う

と人

　

修
学
旅
行
で
は
、
一
日
目
に

横
浜
、
二
日
目
に
鎌
倉
を
訪
れ

ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
二
日
目
の

班
別
行
動
の
時
に
高
台
か
ら
見

た
海
に
感
動
し
ま
し
た
。
普
段

は
見
ら
れ
な
い
景
色
な
の
で
、

新
せ
ん
に
感
じ
ま
し
た
。
雨
は

降
っ
て
い
た
け
ど
、
そ
れ
は
そ

れ
で
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
お
寺
の
中
の
仏
像
に
も

感
動
し
ま
し
た
。
と
て
も
大
き

く
、
き
れ
い
で
し
た
。
こ
の
他

に
も
、
滅
多
に
乗
れ
な
い
団
体

列
車
に
乗
っ
た
こ
と
や
、
外
国

の
人
と
話
し
た
こ
と
な
ど
、
数

多
く
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
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「
野
木
町
煉
瓦
窯
」

　
　

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
連
絡
委
員

小
村　

敏
雄

　

町
民
の
皆
様
お
待
ち
ど
う
さ
ま
！

　

５
月
10
日（
火
）に
式
典
を
挙
行
し
、

以
後
参
列
者
の
見
学
を
開
始
、
一
般

の
来
場
者
の
方
へ
の
案
内
、
説
明
が

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
に
国
会
、
県
議
会
議

員
、
近
隣
の
首
長
、
教
育
長
、
学
校

長
・
文
化
財
関
連
協
会
長
そ
し
て「
煉

瓦
窯
」
の
修
復
工
事
業
者
、
交
流
セ

ン
タ
ー
の
建
築
業
者
な
ど
沢
山
の
ご

来
賓
と
幾
多
の
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

町
内
か
ら
は
各
種
会
社
、
団
体
長
、

町
議
の
参
列
が
あ
り
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
楽
し
い
ふ
れ
あ
い
の
場

と
し
て
活
用
の
交
流
セ
ン
タ
ー
、
愛

称
「
ホ
フ
マ
ン
館
」
は
文
化
、
歴
史
、

自
然
を
学
習
、
体
験
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、研
修
室
、多
目
的
室
は
サ
ー

ク
ル
活
動
の
活
動
、
作
品
発
表
、
会

議
使
用
も
可
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
を

ど
う
ぞ
！

　

「
野
木
町
煉
瓦
窯
」
は
昭
和
54
年

２
月
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
美
し
い
姿
で
円
型
で
原
型
を
遺

す
、
国
内
に
唯
一
の
「
ホ
フ
マ
ン
式

輪
窯
」
に
て
野
木
町
民
の
宝
で
す
。

　

オ
ー
プ
ン
後
、
各
メ
デ
ィ
ア
の
報

道
、
夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
相

俟
っ
て
、
他
市
町
、
他
県
か
ら
多
数

の
見
学
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
内
の
皆
様
の
リ
ピ
ー
ト
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ

さ
い
！

林精鋼株式会社　栃木野木工場

工場竣工　2005 年８月

所在地　　野木町大字川田字新開山 51- ３

従業員数　45 名　

主な事業内容

　弊社は 1927 年の金属問屋業から始まり、1962 年から

磨き棒鋼を生産・販売し、89 年が経過しています。鋼

材は熱処理により、変幻自在に変質し、社会のいたる

ところに使われています。我が社の磨き棒鋼は自動車、

建設機械、事務機などの各種機械部品に使われ、磨き

棒鋼全国シェアの７％を占めています。キャッチフレー

ズは『日本一の磨き棒鋼を造ろう！！』であり、特徴は焼

入れ、寸法曲り精度に長けており、世界で一、二を争っ

ています。

キラリと光る野木町の企業紹介Ｎｏ．17

油圧ホース金具 燃料調整系バルブ

需要家様での加工部品例

《社員のひとこと》

　弊社の一員として、前述の産業界に必要な特殊鋼磨き棒鋼を通じて、社会に貢献していると思い

ます。今後も役割を担いたいと思います。　

　　（製造部生産工程係　山口健一 )

製品例

広報連絡委員レポート呉３６３
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ゆ～らんど（野木町健康センター）お知らせ

★日本矯体療術師協会指導者“日向野トシ先生”による手技療法治療を実施します。（毎週金曜日）

★馬場純子先生による‘やさしいヨガ教室’を開催しております。（毎週月曜日、１０時３０分～１１時３０分）

★８月 20日（土）のぎ民話の会による“昔語り”を実施します。（13時 30分～）

★８月のお風呂　温泉…（男女露天風呂）１３日（土）・１４日（日）・２７日（土）・２８日(日 ) 《西那須野温泉

大鷹の湯》

※開館時間１０時～２０時　酒類の持ち込み禁止

※ゆ～らんどに入館する際に入場料が必要になります。

都合により変更、臨時休館になる場合がございます。詳しくはお問い合わせください。

住所　野木町南赤塚１５１４
電話　０２８０（５７）０７５５
指定管理者　宮ビルサービス㈱
休館日　火曜日

シ
リ
ー
ズ 

野
木
町
の
ご
み
処
理

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課

撒（
５７
）４
２
４
７

54
ご
み
の
分
別
状
況
に
つ
い
て

　

先
月
は
プ
ラ
容
器
の
分
別
状
況
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
が
、
今
月
は

剪
定
枝
、
資
源
物
の
分
別
の
状
況
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

剪
定
枝
に
つ
い
て
は
、
ビ
ニ
ー
ル

ひ
も
で
束
ね
て
出
し
て
あ
る
剪
定
枝

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
剪
定
枝
は
、

チ
ッ
プ
化
し
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
、

必
ず
麻
ひ
も
か
紙
ひ
も
で
束
ね
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
集
積
所
に
出
す
こ
と
が
で

き
る
剪
定
枝
は
、
太
さ
10
セ
ン
チ
、

長
さ
60
セ
ン
チ
以
下
と
な
り
ま
す
の

で
よ
く
確
認
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

次
に
資
源
物
に
つ
い
て
で
す
が
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
・
ラ
ベ

ル
が
付
い
た
ま
ま
出
さ
れ
て
い
た
り
、

び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
袋
に

入
っ
た
ま
ま
出
し
て
あ
る
集
積
所
も

あ
り
ま
し
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
・
ラ
ベ
ル
は
必
ず
外
し
て

プ
ラ
容
器
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
資
源
物
と
し
て
出
す
び

ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
つ
い
て

は
、
資
源
物
の
集
積
所
に
設
置
さ
れ

た
青
い
コ
ン
テ
ナ
に
袋
か
ら
出
し
て

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

剪
定
枝
・
資
源
物
の
出
し
方
に
つ

い
て
、
も
う
一
度
確
認
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
剪
定
枝
・
資
源
物
の
出
し
方
に
つ

い
て

《
剪
定
枝
》

①
太
さ
10
セ
ン
チ
、

長
さ
60
セ
ン
チ
以
下

に
し
て
、
麻
ひ
も
か

紙
ひ
も
で
束
ね
る
。

（
雨
天
時
は
麻
ひ
も
を
使
用
）

②
剪
定
枝
の
日
（
月
２
回
）
に
可
燃

ご
み
集
積
所
へ
出
す
。

※
次
の
よ
う
な
も
の
は
可
燃
ご
み
の

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
透
明
ま

た
は
白
色
半
透
明
の
袋
に
入
れ
る
か

ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
で
し
ば
っ
て
出
す
）

・
刈
草
、
草
花
、
落
ち
葉
、
木
く
ず

・
毒
性
の
あ
る
植
物
（
キ
ョ
ウ
チ
ク

ト
ウ
、
ユ
ズ
リ
ハ
、
シ
キ
ミ
、
あ
せ

び
、
う
る
し
な
ど
）

・
繊
維
質
の
多
い
植
物
（
シ
ュ
ロ
、竹
、

笹
、
篠
）

・
病
害
虫
に
侵
さ
れ
た
植
物
（
松
く

い
虫
、
赤
星
病
、
腐
っ
た
樹
木
な
ど
）

　

《
資
源
物
（
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
・
古
紙
・
古
布
）》

●
び
ん
・
缶
（
飲
料
用
）、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
（
飲
料
用
・
醤
油
用
）

①
軽
く
す
す
い
で
汚
れ
を
取
り
除
く

②
資
源
物
の
集
積
所
に
設
置
さ
れ
た

コ
ン
テ
ナ
に
袋
か
ら
出
し
て
入
れ
る

※
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
必

ず
袋
か
ら
出
し
て
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
。
袋
に
入
っ
た
ま
ま
だ

と
回
収
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

飲
料
用
以
外
の
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
は
不
燃
ご
み
に
な
り
ま
す
。

●
古
紙
・
古
布

①
ひ
も
で
十
字
に
縛
る

②
コ
ン
テ
ナ
の
隣
に
出
す

※
新
聞
紙
に
は
「
野
木
町
所
有
」
と

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

雨
天
時
は
透
明
ま
た
は
白
色
半
透

明
の
袋
に
必
ず
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

段
ボ
ー
ル
は
た
た
ん
で
く
だ
さ
い
。

布
団
は
不
燃
ご
み
に
な
り
ま
す
。

、下か
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トピックス ～町の話題～

熊本地震支援物資搬送出発式がおこなわれました

　６月 23日（木）、熊本地震被災地への支援物資

搬送出発式が、町公民館玄関前で行われました。

　４月 23日から 30日までの８日間に町民の皆

様から寄せられたティッシュペーパー・トイレッ

トペーパー・紙おむつ等の衛生用品 54箱、水・

米等の食料品 36箱、毛布、タオル等の日用品 41

箱、合計で 131 箱を搬送しました。

　搬送先は熊本市中央区の社会福祉法人「慈愛園」

で、町長は、支援物資を搬送する栃木県トラック

協会小山支部のドライバーの方々に対して、「ま

だ続いている余震や大雨に留意し、安全運転で無

事に支援物資を送り届けるとともに町民の思いを

届けてほしい」と話し、現地に向けて出発するト

ラックを見送りました。

　なお、支援物資は翌日の 24日に、無事慈愛園

に送り届けられました。

出水期に備えて　～夏季点検・野木町栃木市合同水防演習が行われました～

　６月 26日（日）、恒例の消防団夏季点検が役場

駐車場で行われました。団長の指揮のもと、団員

たちは規律正しく人員・服装・機械器具などの点

検を受けました。

　夏季点検後、野木町・栃木市合同による水防演

習が、友沼の下影地先堤防において実施されまし

た。強い日差しの中、野木町から 74名・栃木市

から 30名・計 104 名の水防団員が消防野木分署

の協力のもと８つの工法班に分かれて、熱心に演

習を行いました。当日は、栃木県消防防災航空隊

の防災ヘリコプター（おおるり）による救助訓練等

や川西地区の避難訓練が併せて行われました。

関東地区研究発表大会で「読書のまち野木」を発表

　６月 23日（木）、関東地区公共図書館協議会主

催による総会・研究発表大会が栃木県庁で開催さ

れ、野木町の「キラリと光る読書のまち野木宣言」

及び「野木町民の読書活動の推進に関する条例」

など、読書のまちづくりについて町立図書館職員

が発表を行いました。

　全国的にも稀な条例の制定や 12年間に及ぶ先

進的なブックスタート事業など、町を挙げての「読

書のまちづくり」は、参加者からも多くの関心が

寄せられ、総評でも高く評価されました。
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トピックス ～町の話題～

更生保護サポートセンターが開所されました

　法務大臣から委嘱を受け、犯罪予防や更生保護

活動を行っている保護司が、地域の関係機関・団

体と連携しながら、地域で更生保護活動を行うた

めの更生保護サポートセンターが小山市役所保健

センターに開所しました。

　センターは保護観察対象者との面接や保護司同

士の意見交換、関係機関との協議の場として活用

され、防犯活動の活発化に向けた役割が期待され

ます。（野木の保護司会は小山保護区の野木支部

として活動しています。）

「社会を明るくする運動」メッセージ伝達式が行われました

　７月１日（金）、第66回「社会を明るくする運動」

の内閣総理大臣メッセージ伝達式が町長室で行わ

れ、小山保護区保護司会野木支部と野木町更生保

護女性会 11名が出席しました。

　平澤益夫野木支部長が例年の法務大臣メッセー

ジに代わり、内閣総理大臣メッセージを真瀬町長

に伝達しました。

　このメッセージは犯罪や非行のない地域を築く

ために罪を犯した人たちの更生について全ての国

民に理解と協力をお願いするものです。

　式後、会員は野木駅、町内スーパーなど３箇所

に分かれて街頭啓発活動を行いました。

大盛況「みんなであ・そ・ぼ」子どもまつり !!

　７月３日（日）、第11回子どもまつり「みんなで

あ・そ・ぼ」が町公民館で開催されました。150

名以上の子どもたちが七夕飾り、町の人気者のぎ

のん、ひまわりサンちゃんに出迎えられました。

　子どもまつりは民生委員児童委員の皆さんによ

る手作りのお祭りです。体を使ったゲーム、もの

づくり、昔遊び、折り紙、そして本の読み聞かせ

など、どのコーナーも小さなお子さんや小学生で

大変賑わいました。一緒に来たお父さんお母さん

も笑顔で楽しいひとときを過ごしました。

　あっという間に楽しい２時間が過ぎ去り、帰り

にはキャンディのつかみどり体験や、おみやげの

ポップコーン等を手に、のぎのん、ひまわりサン

ちゃんに見送られました。
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トピックス ～町の話題～

投
稿
俳
句　

野
木
俳
句
会

町
政
功
績
等
表
彰

　

町
表
彰
審
査
会
で
、
次
の
皆
さ
ん
が

表
彰
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

（
敬
称
略
）

◆
町
政
功
績

【
消
防
団
員
10
年
】

　

内
田
勝
美
／
福
島
秀
春
／
野
中
哲
朗

【
教
育
委
員
会
委
員
12
年
】

　

大
髙　

健

【
情
報
公
開
審
査
会
委
員
14
年
及
び
個

人
情
報
保
護
審
査
会
委
員
10
年
】

　

賀
来
健
輔

【
情
報
公
開
制
度
運
営
審
議
会
委
員
14
年
】

　

山
本　

進
／
安
陪
弘
子

【
母
子
保
健
推
進
員
11
年
】

　

田
部
井
淑
江

◆
善　

行

【
寄　

附
】

◎
日
東
工
業
株
式
会
社

　
　

取
締
役
社
長　

佐
々
木
拓
郎

◎
株
式
会
社
Ｔ
Ｋ
Ｃ

　
　

代
表
取
締
役
社
長　

角　

一
幸

◎
茨
城
県
民
生
活
協
同
組
合

　
　

代
表
理
事　

理
事
長　

横
塚
安
吉

◎
株
式
会
社
足
利
銀
行

　
　

頭
取　

松
下
正
直

◎
旭
鋼
管
工
業
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

若
林　

毅

教
育
委
員
に

任
命
さ
れ
ま
し
た

　

６
月
の
定
例
議
会
で
福
島
利
明
氏
の

教
育
委
員
選
任
が
同
意
さ
れ
、
７
月
１

日
付
で
町
長
か
ら
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

福島　利明氏

も
し
か
し
て
参
勤
交
代
蟻
の
列

秋
元 

幸
治

廃
村
の
熟
る
る
桑
の
実
自
在
な
り

石
川 

和
子

こ
こ
ろ
に
も
ほ
し
い
時
あ
り
サ
ン
グ
ラ
ス

小
川 

鶴
枝

畦
道
は
わ
れ
ら
の
世
界
あ
ま
蛙

幸
田 

慶
三
郎

土
用
干
し
曼
荼
羅
地
獄
絵
幽
霊
図

小
林 

た
け
し

白
藤
や
父
母
た
た
か
い
し
地
の
音お

ん

さ叉

田
村 

行
子

夏
帽
子
大
和
言
葉
と
佇
ま
い

藤
間 

雅
江

麦
秋
や
脳
裡
に
今
も
脱
穀
音中

島 

伊
都

輝
き
を
増
す
煉
瓦
の
窯
に
新
樹
光

軽
部 

榮
子

投
稿　

調
理
室
を
き
れ
い
に

調
理
室
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

公
民
館
の
中
に
あ
る
調
理
室
の
お
掃

除
を
始
め
て
４
年
が
経
ち
ま
す
。
メ
ン

バ
ー
は
６
人
で
す
。

　

最
初
の
頃
は
ど
こ
か
ら
手
を
つ
け
て

い
い
の
か
分
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
が

毎
月
１
回
の
活
動
を
す
る
こ
と
で
現
在

は
綺
麗
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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リ
オ
五
輪
出
場　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!!

★
柔
道
男
子
66
㎏
級　

海
老
沼　

匡　
（
え
び
ぬ
ま　

ま
さ
し
）　

選
手
（
小
山
市
出
身
）

★
柔
道
男
子
60
㎏
級　

髙
藤　

直
寿
（
た
か
と
う　

な
お
ひ
さ
）　

選
手
（
下
野
市
出
身
）

　

８
月
５
日
に
開
幕
す
る
「
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」に
出
場
す
る

選
手
に
縁
の
あ
る
方
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

福
田　

健
三　
さ
ん　

（
友
沼
在
住
）

☆
海
老
沼
選
手
と
髙
藤
選
手
が
小
学
生
の
時
通
っ
て
い
た
野
木
町
柔
道
ク
ラ
ブ
の
指
導
者

★
体
操
男
子　

山
室　

光
史
（
や
ま
む
ろ　

こ
う
じ
）　

選
手
（
古
河
市
出
身
）

山
室　

礼
子　
さ
ん　

（
野
渡
在
住
）

☆
体
操
男
子
代
表
の
山
室
光
史
選
手
の
お
母
様

『
小
学
１
年
生
の
時
に
体
操
を
や
り
た
い
と
言
い
出
し
た
の
を
機
に
、大
宮
の

体
操
ク
ラ
ブ
へ
通
う
こ
と
に
な
り
、毎
日
大
宮
ま
で
片
道
１
時
間
の
距
離
を

送
り
迎
え
し
ま
し
た
。筋
肉
が
固
く
、柔
軟
が
苦
手
な
息
子
の
た
め
に
、家
で

も
柔
軟
が
で
き
る
よ
う
先
生
が
行
う
柔
軟
方
法
を
必
死
で
覚
え
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
ね
。ケ
ガ
に
よ
っ
て
体
操
か
ら
離
れ
た
つ
ら
い
時
期
も
あ
り
ま
し

た
が
、周
り
の
方
々
の
支
え
も
あ
り
現
在
の
息
子
が
い
ま
す
。今
の
日
本
チ
ー

ム
は
雰
囲
気
も
よ
く
自
分
た
ち
の
演
技
に
集
中
す
れ
ば
結
果
は
つ
い
て
く
る

と
思
い
ま
す
。』

『
海
老
沼
選
手
は
４
歳
の
頃
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
、髙
藤
選
手
は
小
学
３
年

生
か
ら
６
年
生
ま
で
練
習
に
来
て
い
ま
し
た
。海
老
沼
選
手
は
生
真
面
目
な

努
力
家
で
、髙
藤
選
手
は
や
ん
ち
ゃ
な
性
格
で
し
た
。二
人
と
も
そ
の
頃
か
ら

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
取
る
の
が
夢
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

２
０
１
３
年
の
世
界
選
手
権
で
二
人
同
時
に
優
勝
し
ま
し
た
が
、「
五
輪
で

金
メ
ダ
ル
を
取
る
ま
で
は
祝
勝
会
は
や
ら
な
い
」と
本
人
た
ち
に
言
わ
れ
ま

し
た
。今
年
こ
そ
は
祝
勝
会
を
や
り
た
い
で
す
ね
。』

【
競
技
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
日
本
時
間
）】

◆
柔
道
男
子
60
㎏
級
…
８
月
６
日
〜
７
日　

◆
柔
道
男
子
66
㎏
級
…
８
月
７
日
〜
８
日

◆
体
操
男
子
団
体
…
８
月
６
日
〜
７
日
、９
日

みんな
で

応援し
よう！
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　野菜はビタミン、ミネラルなどの重要な供給源であり、健康な食生活を送る上で重要な位置

付けとなっています。健康のためには、１日350ｇ以上の野菜を食べることが大切です。

【野菜をたっぷり食べるコツ】

●朝食用の野菜料理は前日に下ごしらえ

などを済ませておく。

●外食ではなるべく野菜が多いメニュー

を選ぶ。

●冷凍野菜などを上手に活用する。

●肉料理や魚料理などの主菜にも、野菜を

たっぷり付け合せる。

●煮物や炒め物にすれば“かさ”が減る。

　野菜料理の小皿や汁物は、毎食１～２品、１日５品以上を目安にすることで 350ｇ以上の野

菜がとりやすくなります。

問町民生活部健康福祉課撒（57）4171

健 の康 ぎタ ウ ン を 目 し指 て １５

野菜の１日の摂取目標「350ｇ」とは？

生の状態で

両手のひらいっぱいで

350ｇの量です。

◎「野菜１日 350ｇ」は野菜料

理５皿以上に換算できます。季

節を感じながら色々な野菜を

食べましょう。

その内、緑黄色野菜で120ｇ以上 （２皿程度）

障
害
者
ご
と
の
合
理
的
配
慮

◆
知
的
障
害

　

知
的
障
害
と
は
、
お
お
む
ね
18
歳
ま

で
の
発
達
期
に
知
的
な
機
能
の
発
達
に

障
害
が
あ
り
、
何
ら
か
の
支
援
が
必
要

な
状
態
で
す
。

　

話
の
内
容
を
う
ま
く
理
解
で
き
な
い
、

日
常
生
活
の
動
作
に
介
助
を
要
す
る
、

読
み
書
き
や
計
算
が
難
し
い
な
ど
、
障

害
の
状
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
周
囲

の
理
解
や
支
援
に
よ
っ
て
、
仕
事
を
し

た
り
社
会
生
活
を
送
っ
て
い
る
人
も
い

ま
す
。

〜
知
的
障
害
の
人
が
で
き
る
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

苦
手
な
こ
と
〜

　

難
し
い
言
葉
や
複
雑
な
こ
と
は
理
解

し
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
で
き

る
だ
け
短
い
言
葉
で
ゆ
っ
く
り
と
、
繰

り
返
し
説
明
す
る
こ
と
で
理
解
で
き
る

場
合
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

書
類
な
ど
は
、
漢
字
に
ふ
り
が
な
を

振
る
な
ど
の
配
慮
に
よ
り
、
わ
か
り
や

す
く
な
る
人
も
い
ま
す
。

　

知
的
障
害
の
人
の
自
尊
心
を
尊
重
し
、

理
解
の
程
度
に
応
じ
て
接
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
精
神
障
害

　

精
神
障
害
と
は
う
つ
病
な
ど
の
気

分
（
感
情
）
障
害
や
統
合
失
調
症
に
代

表
さ
れ
る
精
神
疾
患
に
よ
り
、
不
安
や

不
眠
、
幻
覚
や
妄
想
な
ど
の
精
神
症
状

や
身
体
症
状
が
現
れ
て
い
る
状
態
で
す
。

精
神
障
害
と
い
っ
て
も
種
類
や
症
状
も

さ
ま
ざ
ま
で
す
。

〜
精
神
障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

誤
解
と
偏
見
〜

　

ス
ト
レ
ス
社
会
の
現
代
に
お
い
て
、

う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
は
誰
も
が
な

り
う
る
身
近
な
病
気
で
す
。

　

精
神
疾
患
を
持
つ
多
く
の
人
が
、
服

薬
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
の
医
療
的

な
治
療
に
よ
り
、
症
状
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
な
が
ら
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　

精
神
障
害
の
あ
る
人
は
、「
精
神
疾

患
に
よ
る
症
状
の
た
め
に
生
活
の
し
づ

ら
さ
を
持
っ
た
人
」
で
あ
り
、
誤
解
や

偏
見
に
基
づ
く
先
入
観
を
持
た
ず
に
、

接
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
栃
木
県
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課

　
　

撒
０
２
８（
６
２
３
）３
４
９
０

　
　

姉
０
２
８（
６
２
３
）３
０
５
２

　

町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課　
　

    

　
　

撒（
57
）４
１
９
６

　
　

姉（
57
）４
１
９
３

ご
存
知
で
す
か
？

障
害
者
差
別
解
消
法（第

５
回
）

青菜のおひたし かぼちゃの煮つけ

（38）



全日本高齢者武道大会（剣道）準優勝全日本高齢者武道大会（剣道）準優勝

西西
に し む らに し む ら

村村　　壽壽
と し おと し お

雄雄さんさん （84） （84）（潤島）（潤島）

◇剣道を始めたきっかけを教えてください

　昭和 16年、国民学校の小学４年生のとき、父の依頼で安房水産学校（現高校）の剣道教師が、私と兄

に自宅の庭で稽古をつけてくれたことが、私と剣道の出会いです。

◇これまでの成績を教えてください

　県内の各種大会で優勝８回、準優勝９回、３位 14回の成績を収めることができました。最近では、

全日本高齢者武道大会を中心に試合に参加しています。この大会では、平成 23年に個人３位、平成 24

年には大将として参加し団体で優勝、平成 26年には団体３位となりました。今年は個人戦に参加し、

寿Ｂ組で準優勝しました。

◇剣道の魅力を教えてください

　稽古を通した心技体のたゆまぬ鍛錬で、心が健やかに

なり、心身ともに健康でいられます。また、剣道の仲間

と会話するのはとても楽しいものです。さらに、小中学

生へ剣道指導することによって、子どもたちが元気で健

全な青少年に育つことにやりがいを感じています。

◇今後の目標を教えてください

　野木剣友会の会長としては、稽古を通して、健全な青

少年の育成と後輩の指導を続けていくこと、個人的には、

全日本高齢者武道大会に、毎年挑戦することです。

　町で工業用地として造成、公募した土地に、
株式会社旭洋工業製作所（静岡県長泉町 佐野
　昌司社長）が進出します。主にプレス部品
や金型などをトヨタ自動車や日野自動車など
に納入しており、2015年９月期の売上高は約
120億円で、国内３工場とタイ工場、インド
ネシア工場を持っています。
　野木町には、トラック用プレス部品の組み
付け工場を建設し、2017年春をめどに稼動さ
せ、製品を日野自動車古河工場に供給します。
　町では、株式会社旭洋工業製作所の野木町
進出を歓迎するとともに、今後も積極的に企
業誘致を進めていきます。

問総合政策部未来開発課撒（57）4113

野木東工業団地隣接地への進出企業が決定しました

西村さんが指導する小中学生と一緒に

（39）



広報のぎ
野木町観光大使　赤羽みちえ先生連載第㉗号

町の人口 ７月１日現在

　◇人口　男 １２，５９８人　女 １２，７３６人　計 ２５，３３４人　　◇世帯数 ９，６９７

平
成
28
年
８
月
１
日
発
行　

広
報
の
ぎ（
５
３
９
号
）
◆
発
行　

野
木
町　

◇
編
集　

野
木
町
広
報
委
員
会　

●
野
木
町
役
場
政
策
課
広
報
広
聴
係　

〒
３
２
９-

０
１
９
５　

野
木
町
大
字
丸
林
５
７
１　

撒
０
２
８
０（
５７
）４
１
３
４

問総合政策部政策課撒（５７）４１３４

にこにこ笑顔の優しいお兄ちゃん。
いつもお兄ちゃんのお隣り元気いっぱいな弟。
水遊び気持ちいいね♡

堀
ほりかわ

川　航
こうへい

平ちゃん（４歳６か月）

　　　圭
けいた

太ちゃん（１歳９か月）

【日時】　８月 28日（日）　午後２時～４時

【場所】　野木ホフマン館（交流センター）　第１・２研修室

【定員】　70名（申込先着順）

【講師】　東京都立大学名誉教授　峰
みねぎし

岸 純
すみ お

夫　先生

野木宮合戦
―鎌倉幕府成立の前提―

（略歴）群馬県生まれ。慶應義塾大学

大学院文学研究科史学専攻修士課程

修了、後に中世の東国に関する研究

で文学博士を取得。小山市史をはじ

め地方史編纂に従事。中世東国史研

究の第一人者。

ホフマン館　歴史講演会

野木神社（現在）

【申込方法】　野木ホフマン館（野木町大字野木 3324 番地

10）に直接お電話又は直接来館にてお申込みください。

【申込期間】　８月９日（火）～ 23日（火）９時～ 17時

問 野木ホフマン館 撒 0280(33)6667  ※月曜日休館日

野
坂
昭
如
著

日
本
の
文
学
21 

金
の
星
社

山
口　

祐
子

凧
に
な
っ
た
お
母
さ
ん

　

戦
後
71
年
。
８
月
の
終
戦
記
念
日
を
前
に
一
編
の
短
い
物
語
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

著
者
、
野
坂
昭
如
は
昨
年
亡
く
な
り
、
そ
の
姿
は
ア
ル
中
の
変
な
お
じ
さ
ん
で
し
た

が
、
彼
の
作
品
は
自
身
の
体
験
を
元
に
描
い
た
純
文
学
作
品
で
あ
り
ま
す
。

　

物
語
は
戦
時
中
、
空
襲
で
逃
げ
遅
れ
た
母
子
が
死
に
ゆ
く
お
話
で
、
灼
熱
に
喘
ぎ

な
が
ら
母
は
幼
い
子
に
胸
か
ら
汗
、
目
か
ら
涙
、
出
な
い
は
ず
の
乳
を
し
ぼ
り
出
し
、

と
う
と
う
体
の
毛
穴
か
ら
血
が
吹
き
出
る
ま
で
体
の
水
分
を
与
え
ま
す
。
乾
き
切
っ
た

体
は
干
物
の
よ
う
に
、
凧
の
よ
う
に
空
へ
飛
ん
で
い
き
ま
す
。「
幼
子
が
ど
う
せ
死
ぬ

な
ら
苦
し
み
少
な
く
、
そ
の
分
苦
し
み
は
私
に
与
え
て
く
だ
さ
い
」
と
思
う
母
の
心
は

ど
ん
な
に
無
念
だ
っ
た
こ
と
か
。
私
は
横
浜
大
空
襲
を
体
験
し
た
母
を
持
ち
ま
す
が
、

自
分
の
生
ま
れ
た
時
が
少
し
遡
れ
ば
、
幼
子
の
姿
は
自
分
自
身
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
時
が
進
め
ば
、
母
の
姿
は
こ
れ
か
ら
の
自
分
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
は
平

和
な
時
代
で
あ
り
ま
す
が
、
遠
く
な
い
昔
に
大
切
な
人
を
思
い
な
が
ら
消
え
た
命
が
沢

山
あ
り
ま
す
。
こ
の
物
語
を
読
む
た
び
に
そ
の
魂
を
覚
え
ま
す
。
ど
う
か
、
さ
さ
や
か

な
幸
せ
が
続
き
ま
す
よ
う
に
。
一
人
ひ
と
り
の
心
の
中
が
穏
や
か
な
気
持
ち
で
い
ら
れ

続
け
ま
す
よ
う
に
と
、
一
人
の
母
と
し
て
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
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